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ং

　　大野城市は福岡平野の一֯にあたり、北ଆに大城ࢁ、南ଆにৼܥࢁががるॎ

の市ҬΛ༗しており、そのܗはΑ͘ώϣタンにྫえられます。

がり、これまでの調査では、主にճ報告する上園遺跡は上大利３丁目Λ中৺にࠓ　

古墳時代の集落がͭݟかり、牛頸須恵器窯跡に関わる須恵器ੜ࢈集落であったと考え

られています。

　ຊ書で報告する第３・４次調査は、住宅建設ٴͼ道路拡幅Λܖ機に調査が行われた

ものです。調査では古墳時代から平安時代の遺構・遺物がͭݟかりました。発۷調査

で出土した遺物の中には10世لから14世لにか͚てேౡにあったྷߴで作られた

੨磁がͭݟかり、ຊ市ではॳΊての発ݟとなりました。

　上園遺跡のある上大利３丁目प辺は、ত時代の中ࠒまでਫాやാががるΑ͏な

所で、この平地Λさらに南にਐΉと上大利খਫ城があります。上園遺跡प辺には、

ଆにྡするຊಊ遺跡や、খਫ城प辺遺跡でも平安時代の遺跡が確認されており、

これらは中世の大利村にあたり、ྷߴ੨磁の発ݟでതଟ・大࠻とのަྲྀも考えるこ

とができるΑ͏になりました。

　中世村落の調査成Ռは、໌22࣏年に11Χ村で発した大野村の原ܗΛ໌らかにする

ものです。このことが大野城市のྺ࢙Λさらにްみのあるものとし、ຊ報告がその

ॹとなることΛ期しています。

と͝ཧղΛいたͩきましྗڠのํʑに͝ݩになりましたが、事業者Λは͡Ί地ޙ࠷　

たことް͘ྱޚਃし上͛ます。

　ྩ４年３月31日

� � � � � � � � 大野城市教育委員会
� � � � � � � � 教育　ҏ౻　啓ೋ
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ݴ　　　ྫ

１ɽຊ書は、大野城市教育委員会が発۷調査Λ࣮ࢪした上園遺跡第３・４次調査の発۷調査報告書
である。

２ɽ発۷調査は、大野城市教育委員会が࣮ࢪした。
３ɽཧ作業は、大野城市教育委員会の୯අ事業として࣮ࢪした。
４ɽຊ書にお͚る遺構のྨ番号は、4"ɿࡤ・土ྥ・ญ、4#ɿ۷建ப建物、4$ɿ୦݀住ډ跡、
4%ɿ溝、4&ɿҪ4、ށ'ɿ道路ঢ়遺構、4)ɿ、4+ɿᙈ4、ุ,ɿ土坑、41ɿピット、
43ɿࡇ遺構、45ɿ古墳・木ุ・土坑ุ・石49、ุɿ性֨ෆ໌遺構とした。

̑ɽ発۷調査は、ಙຊ༸一が୲した。
̒ɽ遺構ࣸਅは、ಙຊがࡱӨした。
̓ɽ遺物ࣸਅは、ࣸଌΤンδχΞリンάࣜג会ࣾʢ牛ౢໜʣがࡱӨした。
̔ɽ遺構ਤ面の作成は、大野城市教育委員会が行った。
̕ɽ遺構ਤのํҐはํҐ北Λදす。
10ɽ遺物࣮ଌਤは、古լӫࢠ・খౢのりࢠが作成した。
11ɽ製ਤは、খാࢠو・ࣰాઍ恵ࢠが作成した。
12ɽຊは、古լ・খౢが作成した。
13ɽ؍දは、খౢが作成した。
14ɽຊ書にࡌܝした地ܗਤは、ࠃ土地ཧӃ発行の１ʗ25000地ܗਤʰ福岡南部ʱΛ使༻した。
15ɽຊ書の遺物・࣮ଌਤ・ࣸਅはすて大野城市教育委員会がཧ・อしている。
16ɽຊ書のࣥචฒͼに編集は石木秀啓がおこなった。
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ʕ�1�ʕ

ᶗɽは͡Ίに

１ɽ調査にいたる経緯

　上園遺跡は、大野城市上大利４丁目Λ中৺にがる遺跡である。ݱ在は住宅が建ͪฒΜでいるが、

ত60年にΨιリンεタンド建設に͏発۷調査で、ਫాԼに古墳時代の集落が確認され、遺跡と

して認ࣝされるΑ͏になった。また、h 牛頸中௨遺跡群ᶘ ʢɦ1982ʣでは上大利日ϊӜ遺跡としてい

たが、調査地प辺のখࣈが上園であったことから上園遺跡として調査がਐΊられてきたம１ʣ。

ճ報告Λ行͏のは、第３・４次調査の成Ռである。調査期間ฒͼに調査地番・調査原因等にͭࠓ　

いては、ҎԼのとおりであるம２ʣ。

２ɽ調査ମ੍

　֤調査にͭいての調査ମ੍にͭいてҎԼに記す。なお、ত62年の発۷調査にͭいては、教育

委員会のମ੍のみ記した。

ʦত62年ʧ　　　　　　　　　　　　　　　

　　　教 育 　　　　ٱ野　ӳ

　　　教 育 部 　　　　ా　Յ

　　　ࣾ 会 教 育 ՝ 　　　　岡部　೭ॿ

　　　ࣾ会教育՝ิࠤ　　　　੨木　ࠀਖ਼

　　　　　　　　　　ٕ師　　　　सࢁ　ྑ一、向　、ಙຊ　༸一ʢ調査୲ʣ

　　　　　　　　　　ୗ　　　　Լ村　ਫ਼一、秀ౢ　ࢠ

ʦྩ３年ʧ

　　　教　　　育　　　　　　　ҏ౻　啓ೋ　

　　　教 育 部 　　　　日野　߂

　　　ふるさと文化財՝　　　　石木　秀啓ʢཧ୲ʣ

　　　発۷調査୲　　　　上ా　ཾࣇ

　　　　　　　　　　ٕ師　　　　ᜊ౻　໌日߳・ݩࢁ　ྎ平

　　　会ܭ年༻৬員　　　　ᖒా　߁

　　　啓発・උ୲　　　　ྛ　५

　　　　　　　　　　主査　　　　ಙຊ　༸一

　　　　　　　　主主事　　　　ळึ　හ໌

　　　　　　　　　　主事　　　　ࡻౡ　༝Ղ

　　　会ܭ年༻৬員　　　　ਂ町　ඒՂ、ࢁ村　ஐࡾ、ࢠ　りさ

調査次 調査地地番 調査面積ʢ㎡ʣ 調査原因 調査期間
第３次調査 上大利４丁目125－1・10 329 住宅建設 ত62年４月10日～̑月18日
第４次調査 上大利４丁目126－１ 380 道路拡幅 ত62年̓～̔月
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ʕ�2�ʕ

　　　　　　　　　　　　　　　　ޫ原　೫ཬࢠʢྩ３年４月～̕月ʣ、ߥ巻　ඒࢠࠤʢ～10月ʣ

　　　　　　　　　　　　　　　　野上　ଇʢ～ྩ４年３月ʣ

ʤཧ作業員ʥ

　　�খാ　ࢠو・古լ　ӫࢠ・খౢ　のりࢠ・ࣰా　ઍ恵ࢠ・നҪ　యࢠ・ా　りえ

　　村　ඒ・ණࣨ　༏・দຊ　༑ཬߐ
ம１　大野城市教育委員会1986ʰ上園遺跡ᶗʱ大野城市文化財調査報告書第18集
ம２　大野城市教育委員会2017ʰ上園遺跡̒ʱ大野城市文化財調査報告書第160集

ᶘɽҐஔとڥ
　福岡県大野城市は、福岡県部にあり、市Ҭは南北に͘、Α͘ώϣタンのܗにྫえられる。

福岡平野のԞ部にҐஔし、東部は特別࢙跡大野城跡が所在する࢛ԦࢁࣉやԵۚࢁ、北部はࢁ܊ࡾか

らのͼるҪ野ࢁ・月ྕٰ۾、南部はৼࢁ・牛頸ࢁからのͼるٰྕがଓ͘。中ԝは平野部にあたり、

。ౡຊઢなͲ、主要なަ௨路が௨るࣇࣛ・道3号ઢや九州ࣗಈं道、鉄ఱਆ大ໂాઢࠃ

　上園遺跡は、市の΄΅中ԝ部にあたり、牛頸ࢁから北にੜするٰྕઌ部近の平地部にҐஔ

する。上園遺跡のҐஔする福岡平野प辺は東ΞδΞとのަྲྀの૭ޱとして、ேౡΛは͡Ί古代

Αり֤地Ҭの文化のԟདྷが׆発な地Ҭである。上園遺跡のྺ࢙తڥΛ໌らかにするたΊ、市の

遺跡Λ中৺に、प辺遺跡のྺ࢙తڥΛड़てい͘ことにしたい。

時ثੴچ

　大野城市では、֖ז原遺跡・ᯎࢠϲඌ遺跡・দ༿園遺跡・出ޱ遺跡・ԣๆ遺跡において遺物の

出土が確認されており、北部のԵۚࢁ・大城ࢁや南部の牛頸ࢁからのͼるٰྕ地ଳΛੜ׆の台と

していたことがられる。

ೄจ時

　ೄ文時代においても、遺跡ཱ地はچ石器時代とಉ͡Α͏な༷૬Λࣔし、南北のٰྕ地ଳにଟ͘の

遺跡がܗ成される一ํ、石इ遺跡や原ϊޱ遺跡でもԡܕ文土器なͲが出土しており、ૣ期Αり平野

部のඍߴ地上に׆ಈが認Ίられ、׆ಈのൣғがঃʑにがってい͘。

ੜ時

　福岡平野のੜ時代Λ代දする遺跡といえ、൘遺跡が͛ڍられる。൘遺跡は、ੜ時代ૣ

期には集落の出ݱが認Ίられ、લ期には台地上に集落がӦまれるΑ͏になり、ޙ期ॳ಄にか͚

て福岡平野のڌ集落として機能している。ุ地としては、ࢁ܊ࡾ地からԼるٰྕ上にྕޚલ

ϊᑾ遺跡、௩ޱ遺跡、中・ࣉඌ遺跡、ۚ۾遺跡なͲがӦまれており、ৼࢁ地から北ੜするय़

日ٰྕ上にはഢࣾݰ遺跡がӦまれる。

　中期に入ると、य़日ٰྕ上にଟの集落と墳ุがӦまれるΑ͏になる。特にᙈุΛ中৺とする

墳ุ群は著しい૿ՃΛݟせるが、中でも特චされるのは中期ޙにҐஔ͚られる須ۢ岡ຊ遺跡で

あり、ౕࠃԦุと考えられる。ຊಊ遺跡では、中期ޙからࠒの୦݀住ډ跡なͲが確認されたが

集落の在りํとしてはখن・期తなものであり、墳ุもക಄遺跡３次調査でᙈุが１ج確認

されたのみで大نなุは認Ίられない。上園遺跡では、̕次調査地で中期ޙの୦݀住ډ跡が
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第１図　্Ԃ遺पล遺図（Sʹ1��5000）

２５２５

大野城市
　1� 遺跡ాڙޚ
　2� 古լ遺跡
　3� の遺跡ּޚ
　4� ๅদ遺跡
　5� 村Լ遺跡
　6� 遺跡۾ᰥࡶ
　7� 中・ࣉඌ遺跡
　8� ༀ師の遺跡
　9� 原ޱ古墳群
10� 遺跡ࢁۜ
11� ᯎࢠϲඌ遺跡
12� ᯎࢠϲඌ古墳群
13� 原遺跡
14� 石इ遺跡
15� ਸ਼ึ遺跡

16� ా遺跡ࠃ
17� 原遺跡ޙ
18� 原ϊാ遺跡
19� 遺跡ࢁۚ
20� 原古墳群֖ז
21� 原古墳
22� ϋβコ遺跡
23� ക಄遺跡群
24� ຊಊ遺跡群
25. 上園遺跡
26� 出ޱ窯跡・遺跡
27� ୩遺跡
28� ਫ城跡
29� 野ఴ遺跡群
30� 大Ӝ窯跡群
31� 平ా窯跡群

32� ՚ແඌ遺跡群
33� ሯ෩ా遺跡
34� 日ϊӜ遺跡群
35� ௩原遺跡群
36� ാέࡔ遺跡群
37� 上大利খਫ城跡

福岡市
38� ഴ野̘遺跡
39� 南ീ഼遺跡群
40� 遺跡群۾ᰥࡶ

春日市
41� 上平ా・ఱా遺跡
42� ॣՏ̖遺跡
43� ॣՏ̗遺跡

44� ॣՏ̙遺跡
45� ॣՏ̚遺跡
46� 原ϊޱ遺跡
47� ཱ石遺跡
48� ઌϊ原̗遺跡
49� ઌϊ原・
　　य़日ެ園遺跡
50� ഢࣾݰ遺跡
51� 大南遺跡
52� 大୩遺跡
53� 九州大ֶ
　　ஜࢵ地区遺跡群
54� 向୩遺跡
55� 向୩北遺跡
56� 向୩遺跡
57� 向୩南遺跡

58� 向୩古墳群
59� य़日平ా北遺跡
60� य़日平ా遺跡
61� 大ໂా窯跡
62� 利窯跡群
63� 利遺跡
64� 利北遺跡
65� 利遺跡
66� 利東遺跡
67� 大土ډਫ城跡
68� ԁ入遺跡
69� य़日平ా遺跡群
70� य़日平ా遺跡
71� ௩原古墳群
72� Ӝϊ原窯跡群

太宰府市
73� ౡຊ遺跡
74� ਆϊલ窯跡群
75� 原ޱ遺跡
76� 利遺跡ٱ
77� 日焼遺跡群・窯跡群
78� ϊຊ遺跡群・窯跡群ٶ
79� 成ܗ遺跡群
80� 成ܗ古墳群
81� લా遺跡
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確認され、ຊಊ遺跡Λ中৺とする集落ががっていたことがかる。

がおこなわれており、ൺ恵・ಹՑ遺跡࢈期に入っても須ۢ岡ຊ遺跡群ではなおΜに੨ಔ器ੜޙ　

群ではटؗډにྨする溝の存在から、نが拡大する༷ࢠが໌らかである。ॣՏ遺跡では୦݀

住ډ跡が確認され、鉄器や੨ಔ製অઌなͲが出土しており、ڌతな集落と考えられるが、牛頸

の南ଆから大࠻にか͚ての地Ҭは集落が存在するがখنなものである。

時ݹ

　古墳時代に入ると、福岡平野प辺にはた͘さΜの古墳がられるΑ͏になる。ಹՑീ഼古墳・原

なԁ墳・ํ墳なͲがまنԁ墳の΄か、福岡平野の南北のٰྕ上にはখޙલํܕ古墳といった大ޱ

とまってӦまれる。ྕޚ古墳群・ٶϊຊ古墳群・焼古墳群ではલ期からの墳ุ群が認Ίられ、֘

期の古墳群がڌతにしていることがかる。

　集落では、ൺ恵・ಹՑ遺跡群では֎དྷܥ土器のൖ入がଟ͘認Ίられ、一大ަқηンターであった

とのҐஔ͚がされている。一ํ、ややに入ったਸ਼ึ遺跡、原ϊാ遺跡、ຊಊ遺跡、఼城ށ遺

跡でも集落遺跡が確認されるが、大نなものではない。

　̑世ل代になると、࢘古墳でॳΊてԣ݀ࣜ石ࣨがஙかれる。野౻１号墳・ಙࣉ古墳なͲのಹ

Ց中ྲྀҬにお͚るલํޙԁ墳のஙが׆発なのにରし、ּޚྲྀҬでは原古墳・成ܗ古墳・

古野古墳群がஙかれるが、ൕཱࣜલํޙԁ墳・ԁ墳Λ中৺としており、໌らかな֨ࠩがݟられる。

௩原古墳群は牛頸ྲྀҬにҐஔし、̑世ޙلからุΛ։࢝しており、৽たな群集墳がӦまれる。

集落はൺ恵・ಹՑ遺跡群がఀする༷૬Λݟせており、ཱՖ̗ࣉ遺跡では̑世ޙلには͡まる大

な集落がӦまن遺跡なͲではখࢁۚ、ඌ遺跡ࣉ・な集落が確認される。また、上園遺跡や中ن

れる。

　̒世ل代になると、ܧମఱ21ߖ年ʢ527年ʣ北部九州Λ台とする൬Ҫのཚとい͏大事݅がىこ

り、北部九州のࢧମ੍に大きなม化が認Ίられる。こ͏したม化は遺跡のਪҠにもݱれており、

ઌड़した牛頸௩原古墳群やΧΫνΨӜ古墳群なͲ̑世ل代にุΛ։࢝した群の͏ͪ、̒世لલ

から中ࠒΛڥにしてุΛఀࢭする群がある。ޙになると、福岡平野南北のٰྕ上にはখ古墳が

ര発తにஙされるΑ͏になる。群の中には、؍Իࢁ古墳群中原ᶗ－１号墳のΑ͏にશ30̼ҎԼ

のલํޙԁ墳Λ含Ήものもある。また、ળ一ా古墳群では26ܘNのԁ墳Λ群に含み、৽たな

地Ҭटの発ੜΛ認Ίることができる。牛頸窯跡群प辺では、牛頸中௨古墳群・ాޙ古墳群・খా

Ӝ古墳群は須恵器工人の古墳群とされる一ํ、ക಄遺跡群では窯Λ墳ุにస༻した事ྫがられて

おり、須恵器工人のଟ༷な੍ุの在りํが認Ίられる。また、̒世ل中ࠒに操業Λ։࢝する牛頸窯

跡群は次第にنΛ拡大し、その製品は福岡平野प辺一ଳにڅڙされている。集落では、ൺ恵・ಹ

Ց遺跡群は̒世ޙلҎ߱نΛ拡大し、ಹՈがあった可能性がࢦఠされている。ༀ師の遺

跡や牛頸௩原遺跡においても集落の拡大がݟられ、鉄器ੜ࢈や須恵器ੜ࢈の拡大と関わりがある。

上園遺跡では̒世ل中ࠒに集落が拡大する༷૬が認Ίられるが、̓世لになるとਰୀしており、牛

頸窯跡群操業Λܖ機に࢝まった集落のෆ安ఆさがࢦఠできる。

ඈௗ時ʙಸྑ時

　̓世لલ代は、લ代にஙされた古墳のや৽نの古墳ஙが認Ίられるが、この༷૬が
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一มしたのは664年から665年におこなわれたਫ城・大野城のஙΛܖ機とする。この時期にൺ恵・

ಹՑ遺跡群にあったಹՈはݱ在のଠ࠻市に機能がҠり、大࠻ிが成ཱすると考えられる。

上大利・य़日・大土ډ・ఱਆࢁにはখ୩Λ͙࠹Α͏にখਫ城がஙかれ、大野城・ਫ城とともに大࠻

ΛғΉཏ城として機能している。

　大࠻はւ道Λ౷ׅする地ํ࠷大の所である。̓世ޙلはிᶗ期ஈ֊にあたり、大ๅ

。લҎ߱ʣஈ֊にはのඋもਐみʮఱԼ೭一会ʯとᨳわれるلのிᶘ期ʢ̔世ޙ行Ҏࢪྩ

大࠻ி・のඋとともに道のඋもਐΊられ、୩遺跡やय़日ެ園遺跡ではਫ城

ϧート、൘遺跡やߴാ遺跡なͲでは東ϧートが確認されている。道Ԋいには৽たな集落や

ᦰ遺構のల։が認Ίられ、ߴാ遺跡では木؆・ʮࣉʯ書土器・瓦なͲの出土遺物やঝからߴ

ാഇࣉあるいはಹՑ܊ᦰの可能性がࢦఠされている。また、Ҫ৲̗遺跡ではҪ৲ഇࣉのఆがなさ

れ、ഴ野遺跡群・南ീ഼遺跡群・ࡶᰥ۾遺跡群では̔世لの大نな集落が認Ίられ、ਫ城からの

ͼる東ϧートの道間のڱい地Ҭにがる集落遺跡の性֨にͭいてղ໌がまれる。牛頸窯跡群

は̔世لલにはಔ年ϔϥ書き須恵器Αり、調ೲ物としてのߩೲがあったことが໌した。

その製品はංલ・๛લ・ංࠃޙなͲ北部九州֤ࠃにもたらされることが土ੳの݁ՌΑり໌し、

ւ道Լਵ一の窯業地ଳとしてΜにԎΛ上͛ている。

ฏ҆時ʙઓࠃ時

　લ代にོΛۃΊた大࠻も、̕世لに入ると遺構・遺物ྔがܹݮしており、ఀする༷૬Λݟ

せている。こ͏したঢ়گはप辺集落にもදれており、ഴ野遺跡群等にݟられた大نな集落は࢟Λ

ফす。また、ւ道࠷大の須恵器ੜ࢈地であった牛頸窯跡群も、̕世لに入るとੜྔ࢈がݮগし、

̕世ل中ࠒには操業にංޙ地Ҭの工人のࢀըがఆできるなͲ、ੜ࢈がਰୀ・ऴྃΉかっている。

ༀ師の遺跡やఱਆా遺跡、୩遺跡や上大利খਫ城प辺遺跡では、瓦器焼成遺構やঢ়土製品が

ଟྔにͭݟかっており、瓦器ੜ࢈がΜに行われたことがӐえる。平安時代もޙになるとྩମ

੍は่յし、࢜が׆༂する時代Λܴえる。大࠻ி・ߵᢑؗの機能は中世市ʮതଟʯにҠる。

　ຊಊ遺跡では、୩部から10・11世ل代の遺物が大ྔに出土しており、上園遺跡やそのप辺の遺跡

からもಉ時期の集落が૿Ճし、このあたりが大利村であったと考えられる。ޙ原遺跡・ాڙޚ遺跡

でもこの時期に集落が出ݱしており、ന木原村の๖ժと考えられる。ּޚの遺跡はּޚ؛に

な集落である。ྡするๅদ遺跡もنがる遺跡であり、区ը溝Λ༗するෑ跡が確認される大

区ը溝Λ८らす集落が確認されており、྆遺跡はށߐ時代લ期日ా֗道ԊいにҠసするલのాࢁ村

の跡と考えられる。出土遺物としてはӓやӋࢠ൘なͲが出土しており༟がډ住していたこと

が͏かがえ、h ஜલࠃଓ෩土記र遺ʱからもप辺のҪ村・中村Λ含Ή大きな村であったことが

かる。

時Ҏ߱ށߐ

遺ాڙޚ原遺跡はޙ。22年に成ཱする大野村にͭながる村ʑが成ཱする࣏໌、時代になるとށߐ　

跡にྡしており、主にށߐ時代ޙ期の集落・墳ุが確認されている。近世のന木原村ຊ村と考え

られる。また、日ా֗道Ԋいにはࡶᰥ۾遺跡があり/70$の入ったංલ࢈磁器が出土すること

から、ࡶᰥ۾町にあたり、֗道Λ行きަ͏人や物のಈきΛࣔしている。
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第２図　্Ԃ遺調査地Ґஔ図（Sʹ1��000）
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ᶙɽ調査の݁Ռ

１ɽ第３次調査

（１）調査概要

　上園遺跡第３次調査地は、大野城市上大利４丁目125－1・10に所在する。住宅２౩の建設がܭը

され、事業地の͏ͪ、΄΅શ面にあたる329㎡にͭいて発۷調査Λ࣮ࢪした。

　調査地は、ৼܥࢁから北にଓٰ͘ྕઌからԼった平地部にあたり、平ాが։ੳするՏ؛ஈ

ٰ上にҐஔする。調査લはാとして利༻されていた。調査は、ত62年４月10日～̑月18日の間に

・跡１౩・溝・土坑ډ出され、୦݀住ݕした。調査の݁Ռ、地දԼおΑそ30DNఔで遺構面がࢪ࣮

ピットが確認された。୦݀住ډ跡は調査区の東ଆにҐஔしている。溝は、୦݀住ډ跡ΛғΉΑ͏に

८るものと、調査区の中ԝ近Λ東ํ向にのͼるものがある。これら୦݀住ډ跡や溝の東ଆは土

坑・ピットがଟ͘ݕ出されたが、ଆはࢄ在する。なお、遺構番号にͭいては、ত60・61年に

南ଆྡ地で行われた上園遺跡第１・２次調査からの࿈番として調査Λおこなっている。

（２）遺構と遺物

　１）୦݀ॅډ

SC05（第４図ɺ図版２）

　調査区の東ଆにҐஔする。辺4�92̼、辺4�02̼のややํ͗ܗみの平面ϓϥンΛとる୦݀住

、出できなかった。またݕ出面から̔～11DNでচ面にୡする。東ଆコーφー部はݕ、跡でありډ

北ଆଆน中ԝ部でΧϚドのକ部と考えられる土のがりΛ確認し４ׂして確認Λおこなったが、

ΧϚドではないことが໌らかになった。চ面からは28～15ܘDNఔのピットが確認されたが、

主ப݀はな͘น溝も確認できなかった。遺物औり上͛は̑住としていたが、4$05として報告する。

第３図　第３次調査地遺ߏஔ図（Sʹ1��00）
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出土遺物は、土師

器・瓦器がある。

出土遺物（第５図）

土ثࢣ　

（１）　ߴ台部

のみのഁย。ߴ台

部はߴい。

　ثנ

（２）　ޱԑ部

のみのখย。֎

面のϛΨΩはີで

ある。

ߔ（２　

SD14（第３図ɺ

図版２）

　4$05のଆ約

̼̑の所にҐஔす

る。調査区֎Αり

南約4�5̼のͼ、

Ώる͘東ଆにまが

る。ピットにら

れており、ここか

ら南ଆは確認でき

ない。幅は0�40～0�75̼、ݕ出面からのਂさは４～10DNとઙ͘幅のい溝で、北ଆ向かって؇͘

Լる。平面ܗଶとਂさからݟて、北ଆྲྀਫするものと考えられるが、性֨にͭいてはΑ͘から

ない。遺物औり上͛は一部溝２としているが 4%14として報告する。出土遺物には、須恵器・土師

器・瓦器がある。

出土遺物（第５図）

土ثࢣ

ᙈ（３）　ޱԑ部のみのഁยである。ޱԑ部はؙ͘おさΊ、֎面にはΧΩϝʁがࢪされる。

SD15（第３図ɺ図版２）

　調査区南ଆから北ํ向にのͼたޙ、ଆに向きΛมえ、΄΅ઢతにଆにのͼて調査区֎に

いたる。中ԝ部では幅ががり約1�50̼になるが、そのલޙでは幅0�52～0�63̼と幅Λ͡ݮている。

ݟଶとਂさからܗ出面からのਂさは16～20DNとઙ͘、ଆから東ଆに向かって؇͘Լる。平面ݕ

て、東ଆྲྀਫするものと考えられる。ྡする第１・２次調査地では 4%05が近するが、幅や

ঢ়がҟなるたΊ、࿈ଓするかͲ͏かからない。遺物औり上͛は一部溝１としているが、4%15ܗ

0

33.700m

2m

3
3
.
7
0
0
m

第４図　第３次SC05遺࣮ߏଌ図（Sʹ1�60）
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第５図　第３次SC05ɺSD14・15出土遺物࣮ଌ図（Sʹ1��）
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として報告する。出土遺物には、須恵器・土師器・瓦器・瓦がある。

出土遺物（第５図ɺ図版８）

ਢثܙ

ഋ֖（４）　ޱԑ部のみのখย。かえりはͭ͘まみͩされる。

ഋ（５）　ߴ台部のみのখย。ߴ台は͘、͘ふΜる。

ഋ（６）　ఈ部のみのখย。ఈ部֎面は平らで、ϔϥりޙφσる。

。存する。中ԝは大き͘͘΅Ίられるഋ（７）　֖のখยである。ͭまみのみߴ

ᙈ（８）　ޱԑ部のみのഁย。部Լは͘ਨԼする。

土ثࢣ

খޱ　（９）ࡼԑ部からఈ部のখยである。器1�2ߴDN。ఈ部はຏ໓しているが、ϔϥりかʁ

खͮ͘Ͷ土̕ܘޱ　（10）ثDN΄Ͳに෮ݩできる。面はࢦ಄ࠟがる。

ു（11ŋ1�）　11はޱԑ部からମ部のഁยである。ഁยとしては一ݸମఔあるが、શपしな

いたΊ、࠷も存ঢ়ଶのྑい所で作ਤした。෮21�6ܘޱݩDN、存5�2ߴDN。ޱԑ部にΉかって大

き͘ͻら͘。12は11と一࿈のものと考えられるఈ部ยであるが、߹しない。ఈ部は平ఈで、֎面

はԜತがある。面はΫϨーターঢ়には͚͡たΑ͏であり、ඃΛड͚ているのであΖ͏か。

ثנ

（1�ʙ17）　13～15はߴ台はͻらき、ମ部はؙい。17はஅ面ܗ֯ࡾঢ়のͭͿれたΑ͏なߴ台Λ

༗する。ମ部はؙ͘、ޱԑ部にΉかってް͘なり、面はޱԑ部近にॏͶ焼きのࠟ跡がる。

נ

ฏڱ　（�1）נ部のഁย。શମにຏ໓が著しいが、ತ面はೄ目タタΩ、面に目がる。

ೄจ土ث

ു（19・�0）　19は֎面にࠟがみられる。20は֎面はണしているが、ࠟは認Ίられない。

ੜ土ث

ᙈ（�1）　ޱԑ部のみのഁยである。部にはࠁみ目がࢪされる。

　３）ϐοτ

SP17（第６図ɺ図版３）

　調査区東ଆにҐஔし、4906に近する。辺0�58̼、辺0�44̼のପԁܗΛఄするピットである。

۷りԼ͛の݁Ռ、ピットに25～23ܘDNのখピットΛ確認した。খピットのݕ出面からఈ面まで

のਂさは54DN である。ຒ土は色土や黒փ色土・փ色土であり、ຒ土Λআ͘と 4117のน面

はすて೪土がషり͚られていた。この೪土にͭいて、調査時の所ݟではʮ4117は、地۷ࢁ

ํ上に೪土Λషり͚たものではな͘、೪土そのものに۷りࠐまれた遺構である。ਂさ162�5DN

ʢϨϕϧಡみ -)ʹ34̼ʣの部でఈ面は一面࠭になる。ঘ、೪土の中からྲྀれࠐみとݟられ

る須恵器ย・木が出土した。ʯとされている。こ͏したঢ়گから、4117は、பのपりΛ೪土でݻ

Ίていたと考えてΑい。খピットΛ含Ίたஅ面ܗΛݟると、ϩΫϩピットのΑ͏にݟえるが、確ݴ

できない。ຒ土からは、須恵器・土師器・瓦器が出土した。
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出土遺物（第７図）

ثנ

（�7）　ޱԑ部からମ部のখย。ମ部はؙ͘、瓦質に焼成される。

ͦͷଞͷϐοτ（第３・７図ɺ図版１・８）

　調査時の所ݟとして、ʮ4141・48・49なͲのຒ土が 4117とಉ༷のঢ়گΛఄする。೪土は୶փ

色できわΊてཻࢠがࡉかい͘͝খさなӢʢであΖ͏ʣのཻΛ含Ή。あるいは土器のࡐྉか。ʯと

されている。ଯ積ঢ়گは໌らかでないが、ピットに೪土がଯ積していたことがかる。また、

4169からはܗに近い須恵器ഋがピットຒ土上面にਖ਼ஔされたঢ়ଶで出土している。また、そ

れͧれのピットから須恵器・土師器・瓦器等が出土している。ҎԼに、ピット出土の遺物にͭいて

記す。なお、ピットは 1- として調査時に͚ͭられているが、શて 41として報告する。

SP01

ਢثܙ

𤭯（��）　ޱԑ部のখยである。ޱԑ部はஈΛもͪ、֎面にはঢ়文が一ࢪされる。

土ثࢣ

ು（��）　ޱԑ部のみのখยである。֎面ともφσて上͛る。

SP1�

ਢثܙ

0

c
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b
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E͛

⢓
土

⢓
土

C
&
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3
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㸱㸬㯮⅊Ⰽ土ࠉ㸰ࠊࡌྠ焼土࠸࡞ࡲྵࢆ

㸲㸬Ⲕ〓Ⰽ土ࠉ㸯ࠊࡌྠయ⅊Ⰽࡀᙉ࠸

㸳㸬⅊Ⰽ土ࡀࡵࡁࠉࠉ⣽ࠊ࠸Ⲕ〓Ⰽ土ࡀΰࡿࡌ
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第６図　第３次SP17遺࣮ߏଌ図（Sʹ1��0）
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。ෆྑでᒵ色Λఄするݩؐ。ഋ（�4）　ͭまみのみのখยであるߴ

SP15

ਢثܙ

ᙈ（�5）　部のみのখยである。部はؙ͘上͛られる。

SP16

土ثࢣ

0 10cm
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第７図　第３次SP出土遺物࣮ଌ図（Sʹ1��）
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（�6）　ߴ台はؙ͘͘、֎ํにがる。

SP19（第７図）

ਢثܙ

ᙈ（��）　֎面にᙈยがᬵணする。ഁஅ面の一部に߱փが認Ίられ、焼台ではないかと考える。

土ثࢣ

（�9）　ޱԑ部からମ部のഁยである。֎面はは͚͡たΑ͏にണしており、焼成時にともな͏

ものであΖ͏か。

SP��

土ثࢣ

ᙈ（�0）　ޱԑ部からମ部上のখยである。ޱԑ部は֎し、部はؙ͘おさΊる。

ثנ

（�1）　ମ部のഁยである。֎面ともϛΨΩのࠟ跡がΑ͘る。

SP��

ੴث

ੴ（��）　྆面Λࣦ͏が、存11�55DNΛଌる。࢛面とも石として使༻される。࠭ؠかʁ

SP�7

ثנ

（��）　ମ部のഁยである。֎面ともϛΨΩのࠟ跡がΑ͘る。

SP�9

土ثࢣ

ഋ（�4）　෮10�0ܘޱݩDN、器1�4ߴDN。ఈ部֎面はϔϥり。

SP61

ਢثܙ

ഋ֖（�5）　ޱԑ部のみのখยである。ޱԑ部はஈΛ༗する。

SP69

ਢثܙ

ഋ（�6）　ܗに近いഋである。ޱԑ部はཱͪ͘ߴ上がり、ఈ部はਂؙ͘い。ఈ部֎面ϔϥり。

　４）土

SX06（第８図ɺ図版４）

　調査区東ଆにҐஔし、調査区֎にがる。辺3�72N で調査区֎にいたり、辺3�42N Λଌるෆ

ܗϓϥンΛఄする。ݕ出面からのਂさは࠷大14ᶲ。চ面からはピットが確認されたが、ப݀とな

るΑ͏なものではない。出土遺物には土師器があるが、খยのたΊਤ化できなかった。

　５）遺ߏ検出面

　第３次調査では、ද土ണ͗時や遺構ݕ出面からଟ͘の出土遺物があった。まとまったྔがあり、
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第３次調査地で

は確認できていな

い時期の遺物も含

まれていた。また、

調査地の遺構

存ঢ়گはѱ͘、૬

の平Λड͚て

いる。このことか

ら、遺構ݕ出面等

から出土した遺物

にͭいて、ҎԼの

௨り報告する。

出土遺物（第９図ɺ

図版８）

ਢثܙ

ഋ֖（�7ʙ�9）

　37はޱԑ部から

ମ部にか͚てのখ

ย。ޱԑ部はؙ

い。ؐݩෆྑ。ᒵ

色Λఄする。38は

かえりΛ༗する。ຏ໓が著し͘調はෆ໌である。39はఱҪ部のഁย。֎面にԁހঢ়のϔϥ記号Λ

༗する。

ഋ（40・41）　40はཱͪ上がりが͘ߴ、部にஈΛ༗する。またޱԑ部はࡉか͘ണしている。

41はߴ台Λ༗する。ఈ部とମ部ڥにߴ台が८り、面で地する。

ഋ（4�・4�）　42は֎面がؐݩするが、面はᒵ色Λఄし、ؐݩෆྑである。43はఈ部とମ部の

。φσޙ上͛られる。いͣれもఈ部֎面はϔϥりはؙ͘ڥ

部は٭、に։きࣈப部にΧΩϝΛ༗する。部はϋの٭、ഋ（44・45）　44はεΧシΛ༗しߴ

。ঢ়になるܗ֯ࡾ部はஅ面٭。ෆྑであるݩؐ、で٭上͛られる。45はؙ͘

𤭯（46）　ޱԑ部のখยである。ޱԑ部はஈΛもͪ、面は߱փが認Ίられる。

ԣළʁ（47）　෮15ܘޱݩDN。ޱԑ部は大き͘֎し、部はؙ͘おさΊる。ᆵྨとも考えられ

るが、ここではළྨの中で、ԣළの可能性Λࢦఠしておきたい。

ᙈ（4�ʙ50）　48はޱԑ部のみのഁย。部֎面にঢ়文Λࢪ文ޙ、上部とԼ部Λφσて

ԑ部֎面に߱փが認ޱ。上͛るԑ部は大き͘֎し、部はؙ͘ޱ、上͛る。49は頸部が͘

Ίられる。50も頸部が͘、ޱԑ部は大き͘֎し、部はؙ͘上͛る。෮25�2ܘޱݩDN。ޱ

ԑ部面に߱փが認Ίられる。

0
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3
3
.
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0
0
m

第８図　第３次SX06遺࣮ߏଌ図（Sʹ1�60）
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ᬵணࢿྉ（51・5�）　いͣれも須恵器であり、別のݸମがᬵணしたものである。51はഋྨと考え

られるഁยの֎面ಉ࢜がᬵணする。52もഋとഋྨの֎面ಉ࢜がᬵணする。ഋのཱͪ上がりには

ഋ֖のޱԑ部がᬵணしている。

土࣭ࢣ土ث

。ԑ部にΉかって、大き͘ͻら͘。部はؙ͘おさΊる。Ꭼ目は確認できないޱ　（�5）ു

第９図　第３次遺ߏ検出面出土遺物࣮ଌ図（Sʹ1��ɺ1��）
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ثנ

（54）　ఈ部からମ部にいたるখยである。ߴ台は͘ࡉ、ϋのࣈにͻら͘。

נ

ฏ（55）נ　ଆԑ部のখยである。ತ面はࡉかいࣼ֨ࢠ目タタΩ、Ԝ面はφσが確認できる。

੨࣓

（56）　ߴ台部のみの存であり、શܗがからないが、ॳ期ྷߴ੨磁ᶗ－2#C ྨம１ʣである。

土はփ色Λఄし、ᬵༀはԫ色Λఄする。ఈ部面には窯࠭が落ͪる。ఈ部֎面はऄの目ߴ台で、

。るᬵされ、目跡がࢪ台までߴ

మث

మ᭲（57・5�）　57はܪ部のഁย。அ面はํܗΛఄする。58はܪ部にथൽঢ়のࠟ跡がる。

（３）小結

　ここで第３次調査の遺構と遺物にͭいてまとΊてお͘。出土遺物としては、ೄ文時代のものから

平安時代のものまで認Ίられる。遺構としては、4$05としたものは、土師器・瓦器Λ含Μでおり、

ΧϚドや住ډにともな͏主ப݀・น溝も確認できていないことから、土坑としておいた΄͏がΑさ

そ͏である。また、4%15は中ౡ編年瓦器ᶘ１～２ྨம２ʣΛ含Ήことから、11世ޙل～12世ޙل

にຒするものと考えられる。4%14は、ਤ化できた遺物がগないが、4122Αりಉܗଶのᙈが瓦

器とڞすることから、ಉ͡時期のものとしてとらえておきたい。

　また 4117はϩΫϩピットのΑ͏にも考えられる。೪土がピットにॆరされたঢ়ଶで確認され

ており、ຒ土中から瓦器が出土していることからすると、11世ޙل～12世ޙلにあたると考え

ることができる。そ͏するなら、ピットに೪土がॆరされるのは51・52のᬵணࢿྉがࣔすΑ͏

な古墳時代の須恵器ੜ࢈にるものではな͘、瓦器焼成にるものである可能性がߴいと考えられ

る。古代にお͚る土器製作にはճస台の使༻が考えられているが、遺構にͭいては事ྫΛらない。

。੨磁であり、これまでຊ市では確認されていないம３ʣྷߴがඞ要である。さらに、56は౼ݕ、ޙࠓ

そのҐஔ͚ͮにͭいても、ݕޙࠓ౼してい͘ඞ要がある。

ம１　ଠ࠻市教育委員会2000ʰ大࠻跡ᶠᶛʕ陶磁器ྨ編ʕʱଠ࠻市の文化財第49集
ம２　中ౡ߃次1992ʮ大࠻にお͚るܗଶのมભʯh 中近世土器のڀݚૅجᶞʱ日ຊ中世土器ڀݚ会
ம３　なお、ྷߴ੨磁にͭいての所ݟは、ؖѴࢯʢຽ文化遺ڀݚ࢈Ӄʣ・主੫ӳ℄ࢯʢླྀٿ大ֶʣから͝教ࣔ
Λいた。
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２ɽ第４次調査

（１）調査概要

　上園遺跡第４次調査地は、大野城市上大利４丁目126－1に所在する。道路拡幅にい発۷調査Λ

。したࢪし、市道Ԋいの380㎡にͭいて発۷調査Λ࣮ࢪ࣮

　調査地は、第３次調査地とಉ༷にৼܥࢁから北にଓٰ͘ྕઌからԼった平地部にあたり、平

ాが։ੳするՏ؛ஈٰ上にҐஔする。調査લはਫాとして利༻されていた。調査は、ত62年̓

月～̔月の間に࣮ࢪした。調査の݁Ռ、時の道路面と΄΅ಉ͡ߴさで遺構面がݕ出され、溝・土

坑・ピットが確認された。溝は幅が͘北東ํ向にのͼるものと、幅がܗํ͘ڱに८るものがある。

（２）遺構と遺物

ߔ（１　

SD01（第10・1�図ɺ図版６・７）

　調査区の南ଆでݕ出され、南から北東ํ向にややऄ行しながらのͼる溝である。調査時には遺

構名শΛ大溝とされていたが、ここでは 4%01として報告Λ行͏。4%01は南北とも調査区֎にのͼ

るたΊ、શܗはෆ໌である。幅3�8～4�8N、ݕ出面からのਂさは࠷もਂいとこΖで80DN΄Ͳある。

ఈ面のඪߴは溝ఈの幅が࠷もڱまる所でਂ͘なるが、ここΑり南北の溝ఈのਂさは΄΅มわらない。

ຒ土はփ色～੨փ色土Λ中৺とする上と黒色～փ黒色土のԼに͚ることができ、これΛج

に遺物औり上͛Λ行っており、これにͮجいて報告する。また、遺物औり上͛のࡍに、一ׅしてऔ

り上͛られているものもあり、それͧれのऔり上͛ঢ়گにͮجいて報告Λ行͏。出土遺物は、須恵

器・土師器・瓦器・ঢ়土製品・石ು・౧の種・馬歯なͲଟྔの遺物がある。

্層出土遺物（第1�図ɺ図版８）

土ثࢣ

খ（59）ࡼ　土はփന色Λఄする。ఈ部֎面はϔϥり、൘ঢ়ѹࠟがる。

（60）　ߴ台はؙ͘షり͚られる。ମ部面には、コςてࠟがる。

。と考えた。土はਫ਼બされているࡼͭ࣋台Λߴ、ഋఈ部が΄΅ਫ平となることから　（61）ࡼ

ؙఈഋ（6�）　ഋ部はਂ͘、ఈ部はؙ͘上͛ら

れる。֎面とも、ຏ໓にΑり調ෆ໌。

ثנ

（6�ʙ65）　63はやや焼きΉ。焼成ෆྑ。

ମ部֎面からޱԑ部面近がいͿされる。64は

されࢪ焼きకまる。֎面ともີなϛΨΩが͘ߗ

る。65は大き͘焼きΉ。֎面のϛΨΩはີで

ある。

ന࣓

（66ʙ6�）　いͣれもଠ࠻陶磁器ྨന磁
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第1�図　第４次調査地遺ߏஔ図（Sʹ1��00）
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ᶛྨம1ʣ。ᬵ調がҟなっており、別ݸମと考えられる。

ੜ土ث

ᆵ（69）　ޱᆵの一部である。器นはް͘、ന色石ཻΛଟ͘含Ή。

土

状土（70）　ย面は͚たΑ͏にണする。ઌ部はؐݩし、中ԝ部は黒͘いͿされる。

Լ層出土遺物（第14ʙ19図ɺ図版８）

ਢثܙ

ഋ（71）　ߴ台12�2ܘDNの大ܕのഋ。ఈ部֎面に೪土ඥ巻上͛ࠟがる。

59

60

61 62

63
64

65

66 67
68

69

70

ࡍ⾲ࢆ㑏ඖ状況ࡣ部ࡅ࣑ͤ

0 10cm
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。ᆵの可能性もある٭、がり部は大き͘٭。にεΧシΛ༗するํࡾ、部はଠ͘ج　ഋ（7�）ߴ

ᰍᆵ（7�）　頸部は͘、部は֎ํに։͘。

൫（74・75）　いͣれもޱԑ部Λ平らに近͘上͛る。75は74にൺて器นがްい。

ᙈ（76・77）　76は中খܕのᙈ。ޱԑ部面にࣗવᬵがかかる。77は大ᙈ。ޱԑ部はංްする。

खᙈ（7�）　খยのたΊにきにがある。面はࢦで成ܗされたޙ、φσて上͛られる。

ᬵணࢿྉ（79）　ಸྑ時代のഋのॏͶ焼きࢿྉである。ޱԑ部֎面はॏͶ焼きのࠟ跡がる。

土ثࢣ

খ80　（�1・�0）ࡼは֎面ともຏ໓にΑり調ෆ໌。81はఈ部ϔϥり。൘ঢ়ѹࠟがる。

ഋ（��ʙ�7）　82は大き͘焼͚Ή。ఈ部はؙ͘なり、ମ部中Ґに۶ۂΛͭ࣋。ؙఈഋに近い。

83はఈ部は平らに近い。୶ᒵ色Λఄし、丁ೡに上͛られる。84はఈ部は平らに上͛られる。ᒵ

色Λఄし、ਫ਼៛に上͛られる。85はఈ部は平らで、ఈ部֎面は、൘ঢ়ѹࠟがる。86はମ部のみ

のখย。ఈ部֎面ϔϥり。87はମ部のみのখยであるが、ؙఈഋになる可能性もある。

ؙఈഋ（��）　ઙいഋ部Λ༗し、焼成はややෆྑ。֎面ともにຏ໓にΑり調はෆ໌である。

（�9）　ߴいߴ台Λͪ࣋、部はؙ͘なるΑ͏である。֎面ともຏ໓にΑり調ෆ໌。

ു（90ʙ94・9�）　いͣれもփന色Λఄする。たͩし、փന色Λఄするのは器ද面のみで、器น

のଆはփ色から黒色Λఄし、࠷ऴஈ֊でࢎ化งғؾに焼成されたと考えられる。いͣれもখยで

あり、શܗがかるࢿྉはなかったが、ܘޱや器ޱ、ߴԑ部ܗଶのҧいにͮجいてਤ化Λ行った。

90はややઙΊのものである。ఈ部はややؙみΛもͭΑ͏であり、ޱԑ部はؙ͘おさΊる。91はޱ

ԑ部֎面Λ͘ڧφσてۄԑঢ়となることから別ݸମとした。92はޱԑ部からఈ部の一部まで߹で

きた。ఈ部は平ఈで、ମ部とのڥは໌ྎである。93はମ部は大き͘։き、֎面ともϤコφσで

上͛られる。94はఈ部ย。֎面は平らであるが、ຏ໓のたΊ調ෆ໌。面はԜತが著し͘、焼成

時には͚͡たΑ͏なงғؾである。98はମ部からఈ部のখย。平ఈになる。

。Μでいるٴ台はඃしてഗがͭいており、ମ部Լにまでߴ。ു（95）　ఈ部Λܽ͘ߴ

ᙈ（96・97・99・100）　96はޱԑ部Λ͘֎させる。97は部Λۄԑঢ়に上͛る。֎面は

ഗが著しͭ͘いており、面もおこ͛がる。99は平ఈとなる。ുの可能性もある。面はഗが著

し͘、存部の上ഁஅ面から֎面の一部までٴΜでいる。100も平ఈ。面にഗがͭ͘。

ख（101）　खのみの存。֎面ともຏ໓にΑり調ෆ໌。ࠋかʁ

。と考えられる。色調はന色でਫ਼៛である٭なͲにͭ͘　（�10）٭

ثנ

൫（10�）　ମ部֎面はϤコํ向、ఈ部面はෆఆํ向のϛΨΩがີにࢪされる。ఈ部֎面はମ

部に近いଆΛԁपํ向にέズりޙ、φσ。ژ・ಸྑで12世ل中ࠒに出ݱする瓦器൫と考えたம２ʣ。

（104ʙ111）　いͣれも器นがബ͘、࠷大で̑NNఔであり、ߴ台はߴい。104～106はఈ部

面にີにϛΨΩがࢪされる。107はମ部がؙ͘なる。109はあまり瓦質化していない。110はやや

焼きΜでいる。111も大き͘焼͚み、面にߴ台のॏͶ焼きのࠟ跡がる。中ౡྨ瓦器ᶗܕ

ࣜம３ʣ。

ഋ（11�）　ఈ部֎面には೪土ඥ巻上͛ࠟ跡がる。面のϛΨΩはີである。
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ന࣓

（11�ʙ1�0）　113～115はۄԑঢ়ޱԑΛ༗する。ଠ࠻陶磁器ྨന磁ᶚྨにあたるம１ʣ。

116はମ部面中ҐにઢΛ一८らし、֎面はମ部中Ґまでࢪᬵされる。ᶛ-2ྨ。117はᶛ-3ྨ。

118はޱԑ部が֎する。খยのたΊ時期・࢈地Λ特ఆできない。119は֎面にॎํ向のฟ書きΛࢪ

す。ᶛ-2ྨ。120はߴ台のり出しがઙ͘、ఈ部の器もްい。ᶚྨ。

נ

ฏנ（1�1ʙ1��）　121は3�3ʷ2�0DN のૈいࣼ֨ࢠ目Λ༗し、中にʮेʯの文༷Λࢪす。122は3�5

ʷ1�8DNのૈいࣼ֨ࢠ目Λ༗し、中にʮेʯの文༷Λࢪす。123も121とಉ༷のࣼ֨ࢠ目Λ༗する。

ԑは、大ܿの̘－１खۄ。ԑ部のഁย。いͣれも焼成はΑいۄ124・125は　（1�4ʙ1�6）נؙ

๏にΑって成ܕされるம４ʣ。125はۄԑから部のԜ面が部తにփ色になっており、ඃされたも

のと考えられる。またଆ面にはፊ面がるが、168と߹し、྆者は一ຊで作られたことがかる。

126は部のখยで幅は14�8DN。ತ面にはૈいࣼ֨ࢠ文が確認できる。

土

状土（1�7ʙ1�6）　いͣれもਖ਼ํܗからུํܗのஅ面Λ༗するம̑ʣ。132・134は器น部

までؐݩする。127・128・131・133・135は器ද面のみؐݩする。129・130はؐݩせͣ、ᒵ色Λఄ

する。136は۶ۂするが、土や色調はঢ়土製品と近ࣅしていることからこのྨに含Ίた。

。のखと考えた。ᒵ色Λఄするܗླ、はからないがܗ土（1�7）　શܗླ

土（��1）ۄ　瓦質に焼成されている。137のླܗ土製品のۄの可能性もある。

खʁ（1�9）　瓦質に焼成される。खとしたが、ͲのΑ͏な器種にͭ͘ものかからない。

。が؏௨するʁ（140）　փന色Λఄし、中ԝにث

ԁܗ土（141・14�）　いͣれもԁபঢ়に෮ݩできる。141はؐؾݩຯにඃされており、ఈ

面は平らで、中ԝにはが։͚られる。143はփന色で焼成ෆྑ。

༼นʁ（14�）　֎面はփ色、面はᒵ色のεα入り೪土մである。瓦器焼成窯の֎นであΖ͏か。

ෆ໌（144）　瓦質に焼成される。ఈ部から器นΛബཱͪ͘上͛る。֎面φσ、面έズリ。

ੴ

ੴು（145・146）　いͣれもॎࣖがͭ͘石ುである。いͣれも֎面にഗがͭ͘。

όϨϯ状ੴ（147）　खはܽଛしており、ॎํ向にઠされる。ತ面は著し͘ഗがணする。



؆ʁ（14�）　খޱはܗされることから木؆の可能性Λ考えた。文ࣈは確認できない。

ಈ物遺ମ

അ（149）ࣃ　さ5�5DN。Τφϝϧ質がྑにる。

ຒ土த出土遺物（第�0図）

土ثࢣ

খ（150）ࡼ　ఈ部ϔϥり、൘ঢ়ѹࠟがる。

ثנ

（151・15�）　151は大き͘྾͚て焼͚Μでいる。152も大き͘焼͚Μでいる。
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土

खʁ（15�）　փന色Λఄする。٭部の可能性もある。

τϨϯνҰׅ出土遺物（第�0図ɺ図版８・９）

　溝のͲのҐஔにトϨンνが設ఆされていたかはෆ໌である。このたΊ、一ॹに出土した遺物と

して報告する。

土ثࢣ

ᙈ（154）　部はؙ͘֎する。֎面にഗがணする。

খ（155）ࡼ　ఈ部֎面に൘ঢ়ѹࠟがる。֎面ともにഗがணする。

ഋ（156）　ఈ部֎面ϔϥり。中ԝ部にઠが確認でき、面から։͚られたと考えられる。

ثנ

（157）　ߴ台は͘ߴ、֎面にはີにϔϥϛΨΩがࢪされる。

土

状土（15�・159）　いͣれも面までؐݩする。159はさ21�0DNで、Ώるやかにۂする。

༼นʁ（160）　εα入りの೪土մ。一部に黒色のటのΑ͏な物がணしている。

נ

ฏנ（161ʙ166）　161は3�3ʷ6�0DN のۃΊてૈいࣼ֨ࢠ目の中に、さらにඛܗの文༷Λࢪす。

162は焼͚Μでおり、大き͘っている。1�8ʷ2�7DNのࣼ֨ࢠ目の中に、ʮेʯやʮʷʯの文༷Λ

部の地面からԜ面の。すࢪの文༷Λܗ目の中にඛࢠす。163は161と΄΅ಉ͡大きさのࣼ֨ࢪ

器ද面の一部が黒͘なっている。164はްさ2�5DN とۃΊてްい。ತ面はॎํ向のタタΩ目が認Ί

られる。165は161とಉ༷のࣼ֨ࢠ目Λ༗する。ؐݩෆྑ。166は1�2ʷ2�2DNのࣼ֨ࢠ目Λ༗する。

しておࣅは̘－１ख๏ம４ʣ。171と焼成や色調が近ܕԑの成ۄ。167は焼成ෆྑ　（167ʙ171）נؙ

第19図　第４次SD01Լ層出土遺物࣮ଌ図ᶈ（Sʹ1��）
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り、ಉ一ݸମの可能性がߴい。168はૈいࣼ֨ࢠ文Λ༗する。ۄԑの成ܕは̘－１ख๏。ׂፊ面

とഁ面がり、Ԝ面ଆからׂしている。125と一ຊで作られるが、ڱ部のܘは̒DN΄Ͳであり、

部Αりׂすると考えられる。また、ತ面からԜ面にか͚てഗঢ়のものがணし、ഁஅ面に窯

࠭のΑ͏な黒色のண物が認Ίられる。169はԜ面にૈい目が認Ίられる。170はૈいࣼ֨ࢠ文Λ
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༗する。ತ面に黒い窯࠭のΑ͏なண物があり、ഗががる。168とಉ一ݸମの可能性もある。171

は焼成ෆྑ。ຏ໓のたΊかりに͘いが、ತ面にࣼ֨ࢠ文Λ༗する。

̗τϨϯνҰׅ出土遺物（第�5図）

ਢثܙ

ഋ（17�）　ߴ台部のみのഁยである。ߴ台は͘、ఈ部はؙみΛͭ࣋。

ുʁ（17�）　ఈ部のみのഁยでશܗがからない。ఈ部ࢳり。面はഗがͭ͘。
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土ثࢣ

ؙఈഋ（174）　ഋ部はઙい。ఈ部֎面に൘ঢ়ѹࠟが確認できる。

ന࣓

（175）　ޱԑ部のみのখย。部はখさなۄԑঢ়Λなす。ଠ࠻陶磁器ྨന磁ᶙྨம１ʣか。

土

状土（176）　ઌ部のみのখย。அ面はํܗになる。面までؐݩする。

̘τϨϯνҰׅ出土遺物（第�5図）

ਢثܙ

ഋ（177）　ఈ部はؙ͘、ମ部はઢతにཱͪ上がる。ମ部中Ґ֎面にೋのࡉいઢΛࢪす。

ثנ

（17�）　大き͘焼͚Μでいる。֎面ともにີにϛΨΩがࢪされる。

SD01北ଆখߔ（第1�図ɺ図版６・７）

　4%01の北ଆにあり、ۣܗにۂがる溝である。幅30DNで東ଆの調査区֎にのͼる。出土遺物には、

須恵器・土師器があり、おそら͘ 4%01とಉ༷の時期と考えられる。

出土遺物（第�5図）

ੜ土ث

ᙈ（179）　ମ部中Ґのখย。いಥଳΛషり͚たࠁ、ޙみ目Λࢪす。

　２）土

SX01（第�6図ɺ図版６・７）

　調査区の北ଆでݕ出され、辺9�15N、辺4�0NҎ上の土坑で、ଆは調査区֎にがる。調査

時には遺構名শΛ大ܕ土坑とされていたが、ここでは 4901として報告Λ行͏。4901はུପԁܗϓ

ϥンΛఄし、ݕ出面からのਂさは࠷もਂいとこΖで約60DN΄Ͳである。ఈ面は΄΅ਫ平である。

出土遺物には、須恵器・土師器・瓦器・ੜ土器・輸入陶磁器なͲがある。

出土遺物（第�7・��図ɺ図版９）

ਢثܙ

ഋ֖（1��）　ܘޱにରして器ߴが͘、ఱҪ部は΄΅平らになる。ମ部とのڥにはઢはઙい。

ഋ（1��・1�4）　183はഋ部がਂ͘、ޱԑ部のཱͪ上がりはややする。ޱ৶部Լにઙい

ઢが८る。184はޙܗにҙਤతにԡしͭͿしたΑ͏である。ޱԑ部とड部の一部にいཻঢ়の物

質がணする。

ᙈ（1�5・1�6）　185は頸部からମ部のഁย。186は΄΅ܗに෮ݩできるが、ମ部の一部はഁஅ

ঢ়گから焼成時にഁଛしたΑ͏である。いͣれも֎面ٖ֨ࢠタタΩޙΧΩϝ、面ಉ৺ԁて۩ࠟ

がる。

土ثࢣ

ᙈ（1�7・1��）　187は大き͘։͘ޱԑ部Λ༗する。֎面にഗがͭ͘。面ϔϥり。188はఈ部

のみのഁย。֎面ॎํ向のϋέϝ、面はϔϥりΛࢪす。ఈ部近にഗがணする。
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খ（1�9）ࡼ　খܗでፏ

平である。ຏ໓のたΊ調

がෆ໌ͩが、ఈ部は平

らでࢳりの可能性があ

る。

ੜ土ث

ᙈ（190ʙ19�）　190

は頸部は大き͘֎ํにの

ͼる。191～193はఈ部ย。

191はやや上͛ఈになる。

192・193はఈ部にؙみΛ

193は֎面にタタ、ͪ࣋

ΩΛ༗する。

ഋ（194ʙ196）　194ߴ

はഋ部はؙみΛ٭、ͪ࣋

部は大き͘։͘。195は

部が大き͘がり、ࡾ

ํ向にԁΛઠͭ。196

はい٭ப部Λ༗する。

ഋ部は大き͘։͘Α͏で

ある。

ԑ部とޱ　（197）ث

部Λࣦ͏。ຏ໓にΑり٭

調ෆ໌。

ന࣓

（19�）　ߴ台部のみのখย。ߴ台はߴ͘ࡉい。ଠ࠻陶磁器ྨന磁ᶛྨம１ʣ。

੨࣓（199）　ޱԑ部のみのখย。֎面とも؏入が著しい。ଠ࠻陶磁器ྨཾઘ窯ܥᶗྨம１ʣ。

ੴث

ੴ้ஸ（�00）　やや大ܕのものである。ਕ部は྆ਕ、ԁが２ͭ確認できる。ยؠ製。

ੴ᭲（�01）　ܗである。খܕでج部のፘりはਂい。黒༵石製。

మᕥ（�0�）　22�8H のখܕのものである。ண磁が認Ίられる。

　３）ͦͷଞͷ出土遺物

遺ߏ面・ද土Ṟ͗出土遺物（第�5図）

੨࣓

（1�1）　ମ部のみのখย。面にՖ文Λࢪす。ଠ࠻陶磁器ྨཾઘ窯ܥᶗྨம１ʣ。

0

33.500m

3
3
.
5
0
0
m

5m

第�6図　第４次SX01遺࣮ߏଌ図（Sʹ1�100）
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ੴث

ണย（1�0）　安ؠࢁ。෩化が著しい。৽たなണࠟは認Ίられない。

0

10cm

182182

183183

184184

185185

186186

第�7図　第４次SX01出土遺物࣮ଌ図①（Sʹ1��）
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（３）小結

　ここで第４次調査の遺構と遺物にͭいてまとΊてお͘。出土遺物には、ೄ文時代൩期、ੜ時代

લ期・ޙ期のものが含まれることから、この時期の׆ಈがあったと考えられるが、遺構としては໌

らかでない。

201201

202202

187187

188188

189189

190190

191191

192192

193193

194194

195195

196196

197197

198198 199199

200200

0 10cm

0 2.5cm

0 5cm

第��図　第４次SX01出土遺物࣮ଌ図②（Sʹ1��ɺ���ɺ1��）
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　遺構としては、4901とした大ܕの土坑は、࠷Լの出土遺物にཾઘ窯ܥ੨磁Λ含Μでいるが、

土師器খࡼ・ഋはશମとしてۃΊてগない。出土遺物の主たるものはখా編年ᶙ̗期のものである

ことから、時期が৽しい遺物にͭいてはऔり上͛のࡍにաޡがあったものか、遺構のり߹いΛݟ

落とした可能性Λ考えてお͘。

　4%01は出土した遺物の年代؍から、11世ޙل～12世لલと考えられる。出土遺物には、焼

͚Μͩ瓦器のଞにؐݩされたঢ়土製品Λ大ྔに含Μでおり、窯นかと考えられるεα入り೪土

մも確認できることから、瓦器焼成窯が近辺に存在したものと考えられる。

　またۃΊてૈいࣼ֨ࢠ文Λؙͭ࣋瓦・平瓦ம̒ʣが出土しており、この時期のࣉӃがあったとਪఆ

されてきたが、ݢ瓦や道۩瓦Λܽ͘ことと、瓦のྔがগないこと、焼͚みのある瓦Λ含Ήことか

ら、Կらかの道۩としてࠐͪ࣋まれたものと考えられる。ؙ瓦の中には、125・168のΑ͏にፊさ

れたؙ瓦ಉ࢜が一ຊに߹するものがあり、瓦ੜ࢈工人との関わりΛਪఆさせる。

　こ͏した瓦器ੜ࢈と瓦ੜ࢈工人との関わりにͭいて、ݱ在は൱ఆతにとらえるݟղが主ྲྀであ

るம̓ʣ。上園遺跡は、日ຊ࠷大ڃの須恵器窯跡群である牛頸窯跡群が̒世ل中ࠒに։窯した地Ҭ

であり、̕世ل中ࠒと考えられる操業ऴྃから約200年の時Λ経て瓦器窯が։かれるのは、近辺に

瓦器製作にదした೪土が存在したことが主なཧ༝と考えられる。しかし、163のΑ͏にᗉされたΑ

͏な瓦や、ഗがͭいた瓦が存在すること、一ຊに߹するؙ瓦があることΛ考えると、瓦器ੜ࢈が

上園遺跡で։࢝されるࡍに、ط存の瓦工人のٕज़ྗڠΛಘてਐΊられたと考えてΑいのではなかΖ

͏か。こ͏したࢹも含Ίて、上園遺跡प辺にお͚る瓦器ੜ࢈の在りํの՝と考える。

ம１　ଠ࠻市教育委員会2000ʰ大࠻跡ᶠᶛʕ陶磁器ྨ編ʕʱଠ࠻市の文化財第49集
ம２　ཱ石1995ࢤݎʮ10　瓦質土器ʤಸྑՐുʥʯh ֓આ　中世の土器・陶磁器ʱ中世土器ڀݚ会編　ਅཅࣾ
ம３　中ౡ߃次1992ʮ大࠻にお͚るܗଶのมભʯh 中近世土器のڀݚૅجᶞʱ日ຊ中世土器ڀݚ会
ம４　大ܿ1991ʮڀݚϊートؙ瓦の製作ٕज़ʯh 文化ཱࠃಸྑ　所ֶ報第49ڀݚ文化財ཱࠃ集ᶟʱಸྑڀݚ
財ڀݚ所

ம̑　安2016ܛʮঢ়土製品からݟた中世の窯業ʯh 会ֶ࢙۾ࣣ　ʱ第18号ֶ࢙۾ࣣ
ம̒　瓦の年代؍は、܀原2002ʮ第ᶚষ出土遺物　ʢ１ʣ瓦㡤ྨʯh 大࠻ி跡ʱ九州ྺࢿ࢙ྉؗΑり、第̑
ஈ֊ޙ。ଠ࠻市教育委員会2005ʰๅຬࢁ遺跡群４ʱଠ࠻市の文化財第79集Αり、大࠻瓦֨ࢠ目ୟきᶗ－
$D ྨ、編年 '群にあたると考えた。

ம̓　ོ1994ʮ中世土器の焼成窯ʯh 中近世土器のڀݚૅجᶠʱ日ຊ中世土器ڀݚ会

p01-40.indd   40 2022/03/22   11:41:09



ʕ�41�ʕ

第１ද　第３次調査出土遺物؍ද①

遺物
番号 種ྨ 器種 出土地

๏ ʢྔDN・Hʣ
ᶃܘޱᶄ器ߴᶅఈܘ
ᶆߴ台ܘᶇ࠷大ܘ
ʢ˞෮ݩʣʪ存ʫ

ଶ・ٕ๏・文༷の特ܗ "ɿ土　#ɿ焼成　$ɿ色調 උ考

1 土師器  5住ຒ土中
ʢচ面͘͝近͘ʣᶄʪ2�35ʫ　ᶆ7�7

֎面調ෆ໌
面Ϥコφσ

"ɿ2NNҎԼのന色ཻ࠭・石Λ含Ή
#ɿྑ
$ɿ֎10:38/2�փന色

2 瓦器  5住ຒ土中
ʢচ面͘͝近͘ʣᶄʪ2�2ʫ ֎面ϛΨΩ

"ɿ1NNҎԼのന色ཻ࠭・ӢΛ含Ή
#ɿྑ
$ɿ֎10:33/1�黒色

3 土師器 ᙈ 溝2-" ᶄʪ5�7ʫ ֎面ΧΩϝ
面調ෆ໌

"ɿඍࡉなന色ཻ࠭・ӢΛ含Ή
#ɿྑ
$ɿ5:35/4�にͿい色～5:35/2�փ色　
֎10:38/3�ઙԫᒵ色

4 須恵器 ഋ֖ 4%15り߹い
部ʢ৽ʣ ᶄʪ0�96ʫ ֎面ճసφσ

"ɿ1NNҎԼのന色ཻ࠭Λ含Ή
#ɿྑ
$ɿ/6/�փ色　֎/5/�փ色

5 須恵器 ഋ 4%15り߹い
部ʢ৽ʣ ᶄʪ2�4ʫ ֎面ճసφσ

面調ෆ໌

"ɿ1NNҎԼのന色ཻ࠭Λ含Ή
#ɿྑ
$ɿ֎/6/�փ色

6 須恵器 ഋ 溝1-"区 ᶄʪ1�2ʫ　 ఈ部֎面ϔϥり
ଞはճసφσ

"ɿඍࡉなന色ཻ࠭・ӢΛ含Ή
#ɿྑ
$ɿ7�5:7/1�փന色　֎/6/�փ色

7 須恵器 ഋ֖ߴ 溝1-$ 区
ᶄʪ1�6ʫ
ͭまみ3�2ܘ
ͭまみ0�9ߴ

֎面ճసφσ
面ෆఆํ向φσ

"ɿ2NNҎԼのന色ཻ࠭Λ含Ή
#ɿྑ
$ɿ֎/7/�փന色

8 須恵器 ᙈ 4%15り߹い
部ʢ৽ʣ ᶃʢ19�2ʣ　ᶄʪ3�0ʫ֎面ճసφσ

"ɿ2NNҎԼのന色ཻ࠭Λ含Ή
#ɿྑ
$ɿ֎/7/�փന色～/3/�҉փ色

ԑ部面߱փޱ

9 土師器 খࡼ 4%15$-% 区間
ϕϧト上 ᶄʪ1�2ʫ ֎面調ෆ໌

"ɿ2NNҎԼのന色ཻ࠭・石Λ含Ή
#ɿྑ
$ɿ10:38/2�փന色　֎2�5:8/1�փന色

10 土師器 ുʢख
፻Ͷʣ 溝1-$ 区 ᶄʪ3�85ʫ ֎面調ෆ໌

面ࢦΦαΤ

"ɿ3～4NNの石Λ含Ή
#ɿややෆྑ
$ɿ֎10:37/2�にͿいԫᒵ色

11 土師器 ു 溝1-"区 ᶃʢ21�6ʣ　ᶄʪ5�2ʫޱԑ部֎面ࢦΦαΤଞはφσ

"ɿ3NNҎԼのന色ཻ࠭・石・ӢΛ含Ή　
#ɿྑ
$ɿ֎7�5:37/3�にͿいᒵ色

ᶺ12とಉ一の可能
性あり

12 土師器 ു 溝1-"区 ᶄʪ3�15ʫ
ᶅʢ13�45ʣ

ఈ部֎面φσ
ମ部֎面Ϥコφσ
面ࢦΦαΤ

"ɿ5NNҎԼのന色ཻ࠭・石・ӢΛ含Ή　
#ɿྑ
$ɿ7�5:38/2� փന色～7�5:35/1� 　փ色
֎10:38/2�փന色～10:34/1�փ色

ᶺ11とಉ一の可能
性あり

13 瓦器  溝1-"区 ᶄʪ3�0ʫ　ᶆ6�7
ମ部֎面ϛΨΩ
ମ部֎面ԼҐࢦΦαΤ
ଞはճసφσ

"ɿඍࡉなന色ཻ࠭・石ӳ・ӢΛ含Ή
#ɿྑ
$ɿ֎2�5:3/1�黒色

14 瓦器  溝1-# 区 ᶄʪ2�15ʫ　ᶆ7�0 ఈ部～ମ部ԼҐࢦΦαΤ
ଞはճసφσ

"ɿඍࡉなന色ཻ࠭・ӢΛ含Ή
#ɿྑ
$ɿ2�5:4/1�ԫփ色　֎10:37/2�にͿいԫ
ᒵ色～10:33/1�黒色

ఈ部֎面൘ঢ়ѹࠟ
あり

15 瓦器  溝1-"区 ᶄʪ3�5ʫ　ᶆʢ6�6ʣ ମ部֎面ԼҐࢦΦαΤ
ମ部面ԼҐϛΨΩ

"ɿඍࡉなന色ཻ࠭Λ含Ή　#ɿྑ
$ɿ2�5:3/1�黒色～2�5:2/1�黒色
֎5:5/1�փ色～5:3/1�Φリーϒ黒色

16 瓦器  溝1-# 区 ᶃʢ14�9ʣ　ᶄʪ3�2ʫ֎面ϛΨΩ一部ࢦΦαΤ面ϛΨΩ

"ɿඍࡉなന色ཻ࠭・ӢΛ含Ή
#ɿྑ
$ɿ֎10:34/1�փ色～10:33/1�黒色

17 瓦器  ද土ണ͗時 ᶃʢ17�0ʣ　ᶄ5�3
ᶆʢ5�7ʣ

ఈ部～ମ部ԼҐࢦΦαΤ
ମ部面ϛΨΩ
ଞはճసφσか

"ɿ1NNҎԼのന色ཻ࠭・石Λ含Ή
#ɿྑ
$ɿ10:38/1�փന色～10:33/1�黒色
֎10:38/3�ઙԫᒵ色～7�5:37/6�ᒵ色

18 瓦 平瓦 溝1-$ 区
存11�9
大幅8�0࠷
ްさ1�8

ತ面ೄ目ࠟ
Ԝ面目ࠟ

"ɿ2NNҎԼのന色ཻ࠭Λ含Ή
#ɿややෆྑ
$ɿ֎10:38/1�փന色

19 ೄ文土器 ു 溝1-$ 区 ᶄʪ4�1ʫ ֎面ࠟ
面ࢦΦαΤ

"ɿ3NNҎԼのന色ཻ࠭・石・֯ર石・Ӣ
Λ含Ή　#ɿྑ
$ɿ֎7�5:36/4�にͿいᒵ色

20 ೄ文土器 ਂുʁ 溝1-$ 区 ᶄʪ6�3ʫ ԑ部部Ϥコφσޱ
ଞは調ෆ໌

"ɿ5NNҎԼのന色ཻ࠭・石Λ含Ή
#ɿྑ
$ɿ7�5:36/4�にͿいᒵ色　֎5:35/6�໌
色～7�5:36/4�にͿいᒵ色

21 ੜ土器 ᙈ 溝1-%区 ᶄʪ1�95ʫ ಥ文ありԑ部֎面ޱ
ଞは調ෆ໌

"ɿ3NNҎԼのന色ཻ࠭・石Λ含Ή
#ɿྑ
$ɿ֎10:33/1�黒色

22 須恵器 䛇 1-1 ᶃʢ9�9ʣ　ᶄʪ2�2ʫ ֎面ճసφσ
֎面ঢ়文Λࢪす

"ɿඍࡉなന色ཻ࠭Λ含Ή　#ɿྑ
$ɿ֎/7/�փന色

23 土師器 ು 1-1 ᶄʪ1�1ʫ ֎面調ෆ໌
"ɿ2NNҎԼの石、ඍࡉなന色ཻ࠭・石ӳ・
ӢΛ含Ή　#ɿྑ
$ɿ֎10:38/2�փന色

24 須恵器 ഋߴ 1-13 ͭまみ3�9ܘ
ͭまみ1�1ߴ

֎面φσ
面調ෆ໌

"ɿඍࡉなന色ཻ࠭・ӢΛ含Ή　#ɿྑ
$ɿ֎5:36/4�にͿいᒵ色～5:35/6�໌
色

25 須恵器 ᙈ 1-15 ᶄʪ1�7ʫ ֎面ճసφσ "ɿඍࡉなന色・黒色ཻ࠭Λ含Ή　#ɿྑ
$ɿ֎/7/�փന色～/4/�փ色

p41-48.indd   41 2022/03/17   10:46:36



ʕ�42�ʕ

遺物
番号 種ྨ 器種 出土地

๏ ʢྔDN・Hʣ
ᶃܘޱᶄ器ߴᶅఈܘ
ᶆߴ台ܘᶇ࠷大ܘ
ʢ˞෮ݩʣʪ存ʫ

ଶ・ٕ๏・文༷の特ܗ "ɿ土　#ɿ焼成　$ɿ色調 උ考

26 土師器  1-16 ᶄʪ2�25ʫ　ᶆʢ6�8ʣ֎面φσ "ɿඍࡉなന色ཻ࠭Λ含Ή　#ɿྑ
$ɿ֎10:38/1�փന色

27 瓦器  1-17 ᶃʢ15�1ʣ　ᶄʪ4�2ʫ
֎面ϛΨΩ
面コςてࠟあり
ఈ部面ࢦΦαΤࠟあり

"ɿඍࡉなന色ཻ࠭・ӢΛ含Ή　#ɿྑ
$ɿ֎/4/�փ色～/3/�҉փ色

28 須恵器 ᙈ 1-19 ᶄʪ6�9ʫ ֎面ٖ֨ࢠୟき
面ಉ৺ԁ文て۩ࠟあり

"ɿ3ᶱҎԼのന色ཻ࠭・黒色ཻΛ含Ή
#ɿྑ
$ɿ/7/�փന色　֎/5/�փ色～/4/�փ色

֎面別ݸମண

29 土師器 ؙఈഋ 1-19 ᶃʢ15�9ʣ　ᶄʪ3�5ʫ֎面ճసφσ
"ɿඍࡉなന色ཻ࠭・ӢΛ含Ή　#ɿྑ
$ɿ֎10:37/2�にͿいԫᒵ色～10:35/1�
փ色

30 土師器 ᙈ 1-22 ᶃʢ28�0ʣ
ᶄʪ8�15ʫ

֎面上Ґ工۩φσ一部ࢦΦ
αΤあり
面ࢦΦαΤ

"ɿ4NNҎԼの石、ඍࡉなന色ཻ࠭・֯ર
石・ӢΛ含Ή　#ɿྑ
$ɿ֎10:38/2�փന色

31 瓦器  1-22 ᶃʢ16�0ʣ　ᶄʪ4�7ʫ֎面ϛΨΩ面上Ґコςてࠟあり
"ɿඍࡉなന色ཻ࠭・ӢΛ含Ή　#ɿྑ
$ɿ֎2�5:4/1�ԫփ色～2�5:2/1�黒色

32 石製品 石 1-23
大11�55࠷
大幅4�75࠷
大ް4�0࠷

製ʁؠ࠭

33 瓦器  1-27 ᶃʢ16�0ʣ　ᶄʪ4�1ʫ֎面ϛΨΩ֎面ԼҐࢦΦαΤ
"ɿඍࡉなന色ཻ࠭・ӢΛ含Ή　#ɿྑ
$ɿ֎10:32/1�黒色

34 土師器 খࡼ 1-29 ᶃʢ10�0ʣ　ᶄ1�4
ᶅʢ7�0ʣ

ఈ部֎面ϔϥり
ఈ部面φσ
ଞはճసφσ

"ɿඍࡉなന色ཻ࠭・֯ર石・ӢΛ含Ή
#ɿྑ
$ɿ֎10:38/1�փന色

ఈ部֎面൘ঢ়ѹࠟ
あり

35 須恵器 ഋ֖ 1-61 ᶄʪ2�5ʫ ֎面ճసφσ
֎面中Ґに一のઢあり

"ɿඍࡉなന色ཻ࠭Λ含Ή　#ɿྑ　$ɿ
֎/6/�փ色

36 須恵器 ഋ 1-69 ᶃʢ11�05ʣ　ᶄ4�45
ड部ܘʢ13�45ʣ

ఈ部֎面ճసϔϥέズリޙ
φσ
ଞはճసφσ

"ɿඍࡉなന色ཻ࠭・黒色ཻ・ӢΛ含Ή　#ɿ
ෆྑ
$ɿ10:38/1�փന色　֎10:38/1�փന色～
10:36/6�໌ԫ色

37 須恵器 ഋ֖ 遺構ݕ出面一ׅ ᶃʢ12�35ʣᶄʪ3�1ʫ
ఱҪ部֎面ճసϔϥέズリ
ଞはճసφσ

"ɿ1NNҎԼのന色ཻ࠭Λ含Ή　#ɿෆྑ
$ɿ5:36/4�にͿいᒵ色　֎5:34/3�にͿい
色

38 須恵器 ഋ֖ 遺構ݕ出面一ׅ ᶄʪ2�4ʫ ֎面ճసφσ "ɿඍࡉなന色ཻ࠭・ӢΛ含Ή　#ɿෆྑ
$ɿ5:35/6�໌色　֎5:34/6�色

39 須恵器 ഋ֖ 遺構ݕ出面 ᶄʪ1�4ʫ
֎面ճసϔϥέズリ
面1/2ෆఆํ向φσ・1/2
ճసφσ

"ɿ2NNҎԼのന色ཻ࠭Λ含Ή　#ɿྑ
$ɿ/7/ փന色　֎/4/�փ色

40 須恵器 ഋ ද土～遺構面
ʢද土ണ時出土ʣ

ᶃʢ12�3ʣ　ᶄʪ3�8ʫ
ड部ܘʢ14�6ʣ ֎面ճసφσ "ɿඍࡉなന色ཻ࠭Λ含Ή　#ɿྑ

$ɿ/5/�փ色　֎/6/�փ色～5:6/1�փ色 ֎面߱փ

41 須恵器 ഋ ද土～遺構面
ʢද土ണ時出土ʣᶄʪ1�1ʫ　ᶆʢ8�5ʣ ֎面ճసφσ "ɿඍࡉなന色ཻ࠭Λ含Ή　#ɿྑ

$ɿ֎/5/�փ色

42 須恵器 ഋ 遺構ݕ出面 ᶄʪ2�65ʫ　ᶅʢ8�8ʣఈ部֎面ϔϥりଞはճసφσ

"ɿ1NNの石、ඍࡉなന色・黒色ཻΛ含Ή　
#ɿྑ
$ɿ7�5:37/4�にͿいᒵ色　֎2�5:5/1�ԫփ
色

43 須恵器 ഋ ද土ണ͗時 ᶄʪ2�5ʫ　ᶆʢ9�15ʣఈ部֎面ϔϥりଞはճసφσ
"ɿඍࡉなന色ཻ࠭Λ含Ή　#ɿྑ
$ɿ֎/6/�փ色～/5/�փ色

44 須恵器 ഋߴ 北εϛ溝
ຒ土中一ׅ

ᶄʪ3�2ʫ
ʢ9�8ʣܘ部٭

֎面上ҐΧΩϝ
ଞはճసφσ
ಁかしあり

"ɿඍࡉなന色ཻ࠭Λ含Ή　#ɿྑ
$ɿ֎/6/�փ色～/5/�փ色 ֎面߱փ

45 須恵器 ഋߴ 遺構ݕ出面一ׅ ᶄʪ4�1ʫ٭部ܘʢ9�2ʣ
֎面～面ԼҐճసφσ
面上Ґφσ

"ɿඍࡉなന色ཻ࠭・石・ӢΛ含Ή
#ɿྑ
$ɿ֎10:37/3�にͿいԫᒵ色

46 須恵器 䛇 ද土～遺構面
ʢද土ണ時出土ʣᶄʪ2�15ʫ ֎面ճసφσ

"ɿඍࡉなന色ཻ࠭・石ӳ・ӢΛ含Ή
#ɿྑ
$ɿ2�5:6/2�փԫ色　֎5:3/1Φリーϒ黒色

47 須恵器 ԣළʁ แ含ʢʁʣ
トϨンν

ᶃʢ15�0ʣ
ᶄʪ5�25ʫ ֎面ճసφσ

"ɿඍࡉなന色・黒色ཻ࠭Λ含Ή
#ɿྑ
$ɿ֎5:6/1�փ色

48 須恵器 ᙈ 遺構ݕ出面一ׅ ᶄʪ1�45ʫ

֎面ճసφσ
ࢪԑ部֎面部ঢ়文Λޱ
す
֎面に一のઢあり

"ɿඍࡉなന色ཻ࠭Λ含Ή　#ɿྑ
$ɿ5:6/1�փ色　֎/5/�փ色～/3/�҉փ色

49 須恵器 ᙈ 遺構ݕ出面 ᶄʪ4�5ʫ ֎面ճసφσ

"ɿඍࡉなന色・黒色ཻΛ含Ή
#ɿྑ
$ɿ֎/6/�փ色～/3/�҉փ色・7�5:5/1�փ
色

֎面߱փ

50 須恵器 ᙈ 遺構ݕ出面一ׅ ᶃʢ25�2ʣᶄʪ5�25ʫ

֎面ճసφσ
頸部֎面わͣかにࣼ文が
る

"ɿඍࡉなന色ཻ࠭Λ含Ή　#ɿྑ
$ɿ /7/�փന色～ /3/�҉փ色　֎/6/�փ
色

面߱փ

51 須恵器 ᬵண
ྉࢿ 遺構ݕ出面一ׅ ᶄʪ1�65ʫ શ面ճసφσ

"ɿඍࡉなന色・黒色ཻΛ含Ή
#ɿྑ
$ɿ֎/7/�փന色～/2/�黒色

ମᬵணݸ2

52 須恵器 ᬵண
ྉࢿ

北εϛ溝
ຒ土中一ׅ ᶄʪ3�3ʫ ճసϔϥέズリ

ճసφσ
"ɿඍࡉなന色ཻ࠭Λ含Ή　#ɿྑ
$ɿ/7/�փന色　֎2�5:5/1�ԫփ色 ߱փ

53 土師質
土器 ു 遺構ݕ出面 ᶄʪ7�1ʫ ԑ部部Ϥコφσޱ

ଞはφσ

"ɿ2NNҎԼのന色ཻ࠭Λ含Ή　#ɿྑ
$ɿ10:38/2�փന色　֎10:37/3�にͿいԫ
ᒵ色
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遺物
番号 種ྨ 器種 出土地

๏ ʢྔDN・Hʣ
ᶃܘޱᶄ器ߴᶅఈܘ
ᶆߴ台ܘᶇ࠷大ܘ
ʢ˞෮ݩʣʪ存ʫ

ଶ・ٕ๏・文༷の特ܗ "ɿ土　#ɿ焼成　$ɿ色調 උ考

54 瓦器  遺構ݕ出面 ᶄʪ4�6ʫ　ᶆʢ6�4ʣ ఈ部֎面ճసφσ
ଞはϛΨΩ

"ɿඍࡉなന色ཻ࠭・ӢΛ含Ή　#ɿྑ
$ɿ10:34/1�փ色　֎10:32/1�黒色

55 瓦 平瓦 ද土～遺構面
ʢද土ണ時出土ʣ

存5�65
存幅4�4
ްさ1�7

ತ面ࣼ֨ࢠ文ୟき
Ԝ面έズリ・φσ
ଆ面ϔϥり

"ɿඍࡉなന色・黒色ཻΛ含Ή　#ɿྑ
$ɿԜತ面/7/�փന色

56 ੨磁  ද土ണ͗時 ᶄʪ2�8ʫ　ᶆʢ5�2ʣ ֎面ࢪᬵ
͚一部࿐

"ɿਫ਼ྑ　#ɿྑ
$ɿᬵ5:5/3�փΦリーϒ色　土2�5:7/2�փ
ԫ色

੨磁ྷߴ

57 鉄製品 鉄᭲ ද࠾

存3�2
大幅0�9࠷
大ް0�6࠷
ॏさ4�4H

58 鉄製品 鉄᭲ 遺構ݕ出面一ׅ
存　存3�55
幅1�0　ްさ0�5
ॏさ3�3H

部に木質がわͣܪ
かにる

第４ද　第４次調査出土遺物؍ද①

遺物
番号 種ྨ 器種 出土地

๏ ʢྔDN・Hʣ
ᶃܘޱᶄ器ߴᶅఈܘ
ᶆߴ台ܘᶇ࠷大ܘ
ʢ˞෮ݩʣʪ存ʫ

ଶ・ٕ๏・文༷の特ܗ "ɿ土　#ɿ焼成　$ɿ色調 උ考

59 土師器 খࡼ 大溝ຒ土上 ᶃʢ10�0ʣ　ᶄ1�4　
ᶅʢ6�7ʣ

ఈ部面ෆఆํ向φσ
ଞはճసφσ

"ɿඍࡉなന色ཻ࠭Λ含Ή　#ɿྑ
$ɿ֎10:38/2�փന色

ఈ部֎面൘ঢ়ѹࠟ
あり

60 土師器  大溝ຒ土上 ᶃʢ18�0ʣ　ᶄ6�0　
ᶆʢ7�2ʣ

ఈ部֎面ճసφσ
ମ部中Ґ֎面ࢦΦαΤ
ଞは調ෆ໌

"ɿඍࡉなന色ཻ࠭・ӢΛ含Ή　#ɿྑ
$ɿ֎10:38/2�փന色～5:37/8�ᒵ色

61 土師器  大溝ຒ土上
ʢ東区ʣ ᶄʪ3�0ʫ　ᶆʢ11�0ʣఈ部面ෆఆํ向φσଞはճసφσ

"ɿඍࡉなന色ཻ࠭・石・ӢΛ含Ή
#ɿྑ
$ɿ֎10:38/2�փന色

62 土師器 ؙఈഋ 大溝上 ᶃʢ14�0ʣ　ᶄ3�45
ఈ部֎面ϔϥりʁ
ମ部֎面ԼҐࢦΦαΤʁ
面調ෆ໌

"ɿ2NNҎԼのന色ཻ࠭・石Λ含Ή
#ɿྑ
$ɿ֎10:38/1�փന色～10:38/3�ઙԫᒵ色

63 瓦器  大溝ຒ土上 ᶃ16�8　ᶄ5�3
ᶆ6�9

ఈ部֎面ϔϥり
面～ମ部֎面中ҐϛΨΩ
ମ部֎面ԼҐࢦΦαΤ

"ɿඍࡉなന色ཻ࠭・ӢΛ含Ή　#ɿྑ
$ɿ10:38/2� փന色～2�5:6/1� ԫփ色～
2�5:3/1�黒色　֎10:38/2�փന色～2�5:3/1�
黒色

焼͚みあり

64 瓦器  大溝ຒ土上
ʢ東区ʣ ᶃʢ17�0ʣ　ᶄʪ4�2ʫ֎面ϛΨΩ

"ɿ2NNఔの石ྨΛ含Ή　#ɿྑ
$ɿ10:32/1�黒色　֎10:32/1�黒色～10:36/1�
փ色

65 瓦器  大溝ຒ土
上ʢ࠭ʣ ᶄʪ4�5ʫ

面ϛΨΩ
ମ部ԼҐ֎面ࢦΦαΤ
台部֎面ճసφσߴ

"ɿඍࡉなന色ཻ࠭Λ含Ή　#ɿྑ
$ɿ/4/�փ色　֎5:6/1�փ色～/3/�҉փ色 焼͚みあり

66 ന磁  大溝ຒ土上 ᶄʪ3�7ʫ ֎面ࢪᬵ "ɿਫ਼ྑ　#ɿྑ
$ɿᬵ2�5:7/2�փԫ色　土2�5:8/1�փന色 ന磁ᶛྨ

67 ന磁  大溝ຒ土上
ʢ東区ʣ ᶄʪ3�1ʫ ֎面ࢪᬵ "ɿؾ๐ଟし、ややྑ　#ɿྑ

$ɿᬵ5:7/2�փന色　土5:8/1�փന色 ന磁ᶛྨ

68 ന磁  大溝ຒ土上 ᶄʪ2�5ʫ ֎面ࢪᬵ "ɿؾ๐ଟし、ૈ　#ɿྑ
$ɿᬵ2�5:7/2�փԫ色　土2�5:8/1�փന色 ന磁ᶛྨ

69 ੜ土器 ᆵ 大溝上 ᶄʪ5�3ʫ ֎面調ෆ໌
"ɿ3NNҎԼの石・石ӳΛ含Ή　#ɿྑ
$ɿ10:36/2�փԫ色　֎10:38/1�փന色
փ色�10:35/1～

70 土製品 ঢ়
土製品 大溝上 大࠷　存16�0

幅4�0　࠷大ް2�9 શ面調ෆ໌
"ɿ3NNҎԼの石ྨΛ含Ή　#ɿྑ
$ɿ2�5:8/1�փന色・2�5:5/1�ԫփ色・10:33/1�
黒色

ඃにΑる黒มあ
り

71 須恵器 ഋ 大溝Լ ᶄʪ2�2ʫ　ᶆʢ12�2ʣ
ఈ部֎面φσ
ఈ部面ෆఆํ向φσ
ଞはճసφσ

"ɿඍࡉなന色・黒色ཻ࠭、2NNの石Λ含
Ή
#ɿྑ　$ɿ֎/5/�փ色

72 須恵器 ഋߴ 大溝Լʢ東区ʣᶄʪ5�1ʫج٭部ܘʢ6�0ʣ
֎面ճసφσかʁ
3ํ向ಁかし　

"ɿ3NNҎԼのന色ཻ࠭Λ含Ή　#ɿྑ
$ɿ֎/5/�փ色

73 須恵器 頸ᆵ 大溝Լ
ᶃʢ10�1ʣ　ᶄʪ4�8ʫ　
ᶇʢ13�0ʣ
頸部ܘʢ10�0ʣ

֎面ճసφσ
"ɿ2NNҎԼのന色ཻ࠭Λ含Ή　#ɿྑ
$ɿ/3/ ҉փ色　֎5:5/1�փ色～/3/�҉փ
色

ԑ部֎面߱փޱ
֎面別ݸମண

74 須恵器 ൫ 大溝Լ ᶃʢ24�8ʣ　ᶄ2�1　
ᶅʢ21�4ʣ

ఈ部֎面φσ
ଞはճసφσ

"ɿ2NNҎԼのന色ཻ࠭Λ含Ή　#ɿྑ
$ɿ֎5:7/1�փന色

75 須恵器 ൫ 大溝Լ ᶃʢ25�0ʣ　ᶄ2�3　
ᶅʢ21�0ʣ

ఈ部֎面ϔϥέズリ
ఈ部面ෆఆํ向φσ
ଞはճసφσ

"ɿඍࡉなന色・黒色ཻ࠭、2NNの石Λ含
Ή
#ɿྑ　$ɿ/6/�փ色　֎7�5:5/1�փ色～
/7/�փന色

76 須恵器 ᙈ 大溝Լ ᶄʪ4�35ʫ ֎面ճసφσ
"ɿඍࡉなന色ཻ࠭Λ含Ή　#ɿྑ
$ɿ5:7/1�փന色～5:5/1�փ色　֎/7/�փ
ന色

面߱փ

77 須恵器 ᙈ 大溝Լ ᶄʪ7�45ʫ ֎面ճసφσ
"ɿඍࡉなന色ཻ࠭Λ含Ή　#ɿྑ
$ɿ /6/�փ色　֎5317/1�໌ࢵփ色～ /4/�
փ色

78 須恵器 ख
ᙈ 大溝Լ ᶄʢ3�95ʣ φσ成ܗ "ɿඍࡉなന色ཻ࠭Λ含Ή　#ɿྑ

$ɿ֎10:5/1�փ色
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遺物
番号 種ྨ 器種 出土地

๏ ʢྔDN・Hʣ
ᶃܘޱᶄ器ߴᶅఈܘ
ᶆߴ台ܘᶇ࠷大ܘ
ʢ˞෮ݩʣʪ存ʫ

ଶ・ٕ๏・文༷の特ܗ "ɿ土　#ɿ焼成　$ɿ色調 උ考

79 須恵器 ᬵண
ྉࢿ 大溝Լ ᶄʪ2�8ʫ ֎面ճసφσ "ɿඍࡉなന色・黒色ཻ࠭Λ含Ή　#ɿྑ

$ɿ/6/�փ色　֎/6/�փ色～/3/�҉փ色 ֎面別ݸମண

80 土師器 খࡼ 大溝Լ ᶃʢ9�0ʣ　ᶄ1�3　
ᶅʢ6�8ʣ ֎面ճసφσ

"ɿඍࡉなന色ཻ࠭Λ含Ή　#ɿྑ
$ɿ֎10:38/2�փന色～10:37/4�にͿいԫ
ᒵ色

ఈ部֎面൘ঢ়ѹࠟ
あり

81 土師器 খࡼ 大溝Լ ᶃʢ9�0ʣ　ᶄ1�4　
ᶅ6�4

ఈ部面φσ
ଞはճసφσ

"ɿඍࡉなཻ࠭Λগྔ含Ή　#ɿྑ
$ɿ֎10:38/2�փന色～7�5:37/6�ᒵ色

ఈ部֎面൘ঢ়ѹࠟ
あり

82 土師器 ഋ 大溝Լ ᶃ14�0　ᶄ2�75 ֎面調ෆ໌
"ɿඍࡉなന色ཻ࠭Λগྔ含Ή　#ɿྑ
$ɿ10:37/2�にͿいԫᒵ色～10:35/1�փ
色　֎10:37/3�にͿいԫᒵ色

83 土師器 ഋ 大溝Լ ᶃʢ15�0ʣ　ᶄ1�85　
ᶅ11�0

ఈ部֎面ϔϥりޙφσ
ଞはճసφσ

"ɿඍࡉなന色ཻ࠭Λগྔ含Ή　#ɿྑ
$ɿ5:38/3�୶ᒵ色～5:37/2�໌փ色　֎
10:38/3�ઙԫᒵ色

84 土師器 ഋ 大溝Լ
ʢ੨黒色࠭ʣ

ᶃʢ14�5ʣ
ᶄʪ2�55ʫ

ఈ部֎面ϔϥり
ఈ部面Ϥコφσ
ଞはճసφσ

"ɿඍࡉなന色ཻ࠭Λ含Ή　#ɿྑ
$ɿ֎7�5:37/4�にͿいᒵ色～5:36/6�ᒵ色

85 土師器 ഋ 大溝Լ ᶃʢ17�0ʣ　ᶄ2�5 ఈ部֎面ϔϥり
ଞは調ෆ໌

"ɿඍࡉなന色ཻ࠭Λ含Ή　#ɿややྑ
$ɿ7�5:37/4�にͿいᒵ色～7�5:37/1�փന
色　֎5:38/2�୶ᒵ色

86 土師器 ഋ 大溝Լ ᶃʢ15�8ʣ　ᶄʪ2�1ʫ֎面ճసφσ "ɿඍࡉなന色ཻ࠭・ӢΛ含Ή　#ɿྑ
$ɿ֎10:38/2�փന色

87 土師器 ഋ 大溝Լ ᶃʢ15�0ʣ　ᶄʪ2�7ʫ֎面ճసφσ "ɿඍࡉなന色ཻ࠭・ӢΛ含Ή　#ɿྑ
$ɿ֎10:38/2�փന色～7�5:36/6�ᒵ色

88 土師器 ؙఈഋ 大溝Լ ᶃʢ15�2ʣ
ᶄʪ3�55ʫ

ఈ部֎面ϔϥέズリʁ
ମ部֎面上ҐࢦΦαΤ
ଞはճసφσ

"ɿ1NNҎԼのന色ཻ࠭・ӢΛ含Ή
#ɿྑ
$ɿ֎10:37/2�փന色～10:37/3�にͿいԫ
ᒵ色

89 土師器  大溝Լ ᶄʪ2�1ʫ　ᶆ9�5 ֎面ճసφσ
面ճసφσޙϛΨΩか

"ɿඍࡉなന色ཻ࠭・ӢΛ含Ή　#ɿྑ
$ɿ2�5:5/1�ԫփ色　֎10:38/1�փന色

90 土師器 ു 大溝Լ ᶃʢ21�0ʣ　ᶄʪ3�7ʫ　
ᶅʢ13�0ʣ ֎面ճసφσ

"ɿ2NNҎԼのന色ཻ࠭・石Λ含Ή
#ɿྑ
$ɿ֎10:38/1�փന色

91 土師器 ു 大溝Լ ᶃʢ24�1ʣ　ᶄʪ4�9ʫ
֎面Ϥコφσ
ମ部֎面上Ґ～中ҐࢦΦα
Τ

"ɿඍࡉなന色ཻ࠭・ӢΛଟ͘含Ή
#ɿྑ
$ɿ֎10:38/1�փന色～10:36/6�໌ԫ色

92 土師器 ു 大溝Լ ᶃʢ23�4ʣ　ᶄ7�75　
ᶅʢ15�2ʣ

ମ部֎面ԼҐࢦΦαΤ
ମ部面ԼҐφσ・ࢦΦα
Τ
ଞはϤコφσ

"ɿඍࡉなന色ཻ࠭・ӢΛ含Ή　#ɿྑ
$ɿ֎10:38/1�փന色～/7/�փന色

93 土師器 ു 大溝Լ ᶃʢ25�0ʣ　ᶄʪ7�8ʫ֎面Ϥコφσମ部֎面ԼҐࢦΦαΤ

"ɿඍࡉなന色ཻ࠭Λ含Ή　#ɿྑ
$ɿ֎10:38/1�փന色～10:37/4�にͿいԫ
ᒵ色

94 土師器 ു 大溝Լ ᶄʪ1�3ʫ ఈ部֎φσ
"ɿ3NNҎԼのന色ཻ࠭・石Λଟ͘含Ή
#ɿྑ
$ɿ֎10:38/1�փന色

95 土師器 台ߴ
ു 大溝Լ ᶄʪ6�2ʫ　ᶆʢ15�4ʣ֎面ճసφσମ部֎面ԼҐ工۩ࠟあり

"ɿ4NNҎԼのന色ཻ࠭・石Λଟ͘含Ή
#ɿྑ
$ɿ֎10:38/2�փന色～10:34/1�փ色

ඃあり

96 土師器 ᙈ 大溝Լ ᶄʪ5�45ʫ
ମ部֎面φσ
ମ部面ࢦΦαΤ
ԑ部֎面Ϥコφσޱ

"ɿ3NNҎԼのന色ཻ࠭Λଟ͘含Ή
#ɿྑ
$ɿ2�5:7/1� փന色　֎2�5:7/1� փന色～
2�5:7/2�փԫ色

97 土師器 ᙈ 大溝Լ ᶄʪ6�8ʫ ֎面Ϥコφσ
ମ部֎面上ҐࢦΦαΤ

"ɿ3NNҎԼのന色ཻ࠭・石・ӢΛଟ͘
含Ή
#ɿྑ　$ɿ7�5:37/3� に Ϳいᒵ色～
7�5:33/2�黒色　֎7�5:31�7/1�黒色

ഗண

98 土師器 ു 大溝Լ
ʢ੨黒色࠭ʣ ᶄʪ3�2ʫ ֎面ճసφσか "ɿ2NNҎԼの石ྨΛ含Ή　#ɿややෆྑ

$ɿ֎2�5:38/2�փന色

99 土師器 ᙈ 大溝Լ ᶄʪ4�85ʫ
֎面φσ
面Ϥコφσ
ମ部֎面ԼҐࢦΦαΤ

"ɿ2NNҎԼのന色ཻ࠭・ӢΛଟ͘含Ή
#ɿྑ
$ɿ10:37/2�にͿいԫᒵ色～10:33/1�黒
色　֎7�5:38/3�ઙԫᒵ色～7�5:35/1�փ色

֎面ഗண

100 土師器 ᙈ 大溝Լ ᶄʪ6�85ʫ ֎面ճసφσ

"ɿ2NNҎԼのന色ཻ࠭・ӢΛଟ͘含Ή
#ɿྑ
$ɿ10:33/1�黒色　֎7�5:37/3�にͿいᒵ
色

面ഗண

101 土師器 ख 大溝Լ ᶄʪ4�5ʫ φσ成ܗ
上面一部έズリ

"ɿ2NNҎԼのന色ཻ࠭・石・ӢΛ含Ή
#ɿྑ
$ɿ֎10:37/2�にͿいԫᒵ色～5:36/4�に
Ϳいᒵ色

かʁࠋ

102 土師器 ٭ 大溝Լ ᶄʪ3�1ʫ φσ成ܗ
Լ面ϋέঢ়工۩ࠟあり

"ɿ2NNҎԼのന色ཻ࠭Λ含Ή　#ɿྑ
$ɿ֎10:38/1�փന色 にͭ͘ものかʁ

103 瓦質土器 ൫ 大溝Լ ᶃʢ22�5ʣ　ᶄ6�65　
ᶅʢ18�4ʣ

ఈ部֎面調ෆ໌
ଞはϛΨΩ

"ɿ1NNҎԼのന色ཻ࠭・ӢΛ含Ή
#ɿྑ
$ɿ7�5:37/1� �փ色～7�5:31�7/1໌ 黒色�
֎10:37/3�にͿいԫᒵ色～10:31�7/1�黒色

104 瓦器  大溝Լ ᶄʪ1�8ʫ　ᶆʢ6�8ʣ ֎面ճసφσ
面ϛΨΩ

"ɿඍࡉなന色ཻ࠭Λগྔ含Ή　#ɿྑ
$ɿ/3/�҉փ色　֎/4/�փ色
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ʕ�45�ʕ

遺物
番号 種ྨ 器種 出土地

๏ ʢྔDN・Hʣ
ᶃܘޱᶄ器ߴᶅఈܘ
ᶆߴ台ܘᶇ࠷大ܘ
ʢ˞෮ݩʣʪ存ʫ

ଶ・ٕ๏・文༷の特ܗ "ɿ土　#ɿ焼成　$ɿ色調 උ考

105 瓦器  大溝Լ ᶄʪ1�75ʫ　ᶆʢ6�0ʣఈ部֎面ճసφσଞはϛΨΩ

"ɿඍࡉなന色ཻ࠭Λগྔ含Ή　#ɿྑ
$ɿ2�5:6/1�ԫփ色～/4/�փ色　֎/6/�փ
色～/4/�փ色

106 瓦器  大溝Լ ᶄʪ3�0ʫ　ᶆʢ6�2ʣ ఈ部֎面φσ
ଞはϛΨΩ

"ɿඍࡉなന色ཻ࠭Λগྔ含Ή　#ɿྑ
$ɿ֎/3/�҉փ色

107 瓦器  大溝Լ ᶄʪ2�9ʫ　ᶆ5�8 ֎面ճసφσ
ମ部֎面ԼҐࢦΦαΤ

"ɿඍࡉなന色ཻ࠭Λ含Ή　#ɿྑ
$ɿ10:37/2�にͿいԫᒵ色　֎5:6/1�փ色

108 瓦器  大溝Լ
ʢ੨黒色࠭ʣ ᶄʪ3�7ʫ　ᶆʢ8�2ʣ ֎面ϛΨΩʁ

"ɿඍࡉなന色ཻ࠭Λ含Ή　#ɿྑ
$ɿ7�5:32/1�黒色～7�5:35/1�փ色　֎
色փ色～7�5:33/1�黒�7�5:35/1

109 瓦器  大溝Լ ᶃʢ16�6ʣ　ᶄʪ5�0ʫ

ఈ部面～ମ部֎面ԼҐࢦ
ΦαΤ
ମ部面～ମ部֎面上Ґϛ
ΨΩ
ମ部面一部ࢦΦαΤ

"ɿඍࡉなന色ཻ࠭Λগྔ含Ή　#ɿྑ
$ɿ֎2�5:8/1�փന色～2�5:4/1�ԫփ色

110 瓦器  大溝Լ ᶃ15�9　ᶄ6�0
ᶆ6�6

ମ部֎面ԼҐ～ఈ部֎面ճ
సφσ
ଞはϛΨΩ

"ɿඍࡉなന色ཻ࠭・ӢΛ含Ή　#ɿྑ
$ɿ10:33/2�黒色～10:31�7/1�黒色�　֎
2�5:7/1�փന色～2�5:3/1�黒色

֎面ॏͶ焼きࠟあ
り

111 瓦器  大溝Լ ᶃʢ16�0ʣ　ᶄ5�3　
ᶆ6�4

ఈ部֎面ճసφσ
ଞはϛΨΩ

"ɿඍࡉなന色ཻ࠭Λগྔ含Ή　#ɿྑ
$ɿ/5/�փ色～/3/�҉փ色　֎51#4/1�҉
੨փ色～/5/ փ色

焼きみが著しい
面ॏͶ焼きࠟあ
り

112 瓦器 ഋ 大溝Լ ᶄʪ1�8ʫ ఈ部֎面φσ
ଞはϛΨΩ

"ɿඍࡉなന色ཻ࠭Λ含Ή　#ɿྑ
$ɿ10:32/1� 黒 色　֎10:32/1� 黒 色 ～
փ色�10:34/1

113 ന磁  大溝Լ ᶃʢ16�0ʣ　ᶄʪ4�7ʫ面～ମ部֎面ԼҐࢪᬵମ部֎面ճసϔϥέズリ

"ɿਫ਼ྑ　#ɿྑ
$ɿᬵ10:38/1� փന色　土・࿐7�5:8/2�
փന色

ଠ࠻ྨᶚྨ

114 ന磁  大溝Լ ᶃʢ17�0ʣ　ᶄʪ5�0ʫ
面～ମ部֎面ԼҐࢪᬵ
ମ部֎面ԼҐճసϔϥέズ
リ

"ɿਫ਼ྑ　#ɿྑ
$ɿᬵ2�5(:8/1� փന色　土5:8/1� փന色　
࿐10:37/1�փന色

ന磁ᶚྨ

115 ന磁  大溝Լ ᶃʢ17�0ʣ　ᶄʪ5�1ʫ
面～ମ部֎面中Ґࢪᬵ
ମ部֎面ԼҐճసϔϥέズ
リ

"ɿਫ਼ྑ　#ɿྑ
$ɿᬵ2�5(:8/1� փന色　土5:8/1� փന色　
࿐10:37/1�փന色

ന磁ᶚྨ

116 ന磁  大溝Լ ᶃʢ15�2ʣ　ᶄ6�7　
ᶆ5�5

面～ମ部֎面中Ґࢪᬵ
ମ部֎面ճసϔϥέズリ
ମ部面中Ґ一のઢが
८る
台ߴり出し

"ɿਫ਼ྑ　#ɿྑ　$ɿᬵ5:7/1�փന色　
土5:6/1�փ色 ന磁ᶛ-2ྨ

117 ന磁  大溝Լ
ʢ੨黒色࠭ʣ ᶄʪ2�1ʫ ֎面ࢪᬵ "ɿਫ਼ྑ　#ɿྑ

$ɿᬵ・土5:7/1�փന色 ന磁ᶛ-3ྨ

118 ന磁  大溝Լ ᶄʪ1�3ʫ ֎面ࢪᬵ
"ɿਫ਼ྑ　#ɿྑ
$ɿᬵ5:6/2�փΦリーϒ色　土5:8/1�փന
色

খยのたΊ時期・
地ෆ໌࢈

119 ന磁  大溝Լ ᶄʪ2�4ʫ ֎面ࢪᬵ
֎面書き

"ɿਫ਼ྑ　#ɿྑ
$ɿᬵ5(:8/1�փന色　土5:8/1�փന色 ന磁ᶛ-2ྨ

120 ന磁  大溝Լ
ʢ੨黒色࠭ʣ ᶄʪ1�9ʫ　ᶆ6�4

面ࢪᬵ
ମ部֎面ϔϥέズリ

"ɿਫ਼ྑ　#ɿྑ
$ɿᬵ・土5:7/2�փന色 ଠ࠻ྨᶚྨ

121 瓦 平瓦 大溝Լ
存9�3
大幅9�1࠷
大ް2�2࠷

ತ面ࣼ֨ࢠ目ࠟ
Ԝ面目ࠟ

"ɿ2NNҎԼのന色ཻ࠭Λଟ͘含Ή
#ɿෆྑ　$ɿತԜ面7�5:37/3�にͿいᒵ色

122 瓦 平瓦 大溝Լ
存12�5
大幅7�0࠷
大ް2�0࠷

ತ面ࣼ֨ࢠ目ࠟ
Ԝ面目ࠟ

"ɿ2NNҎԼのന色・黒色ཻ࠭Λଟ͘含Ή
#ɿややೈ質　$ɿತ面7�5:38/4�ઙԫᒵ色～
փ色　Ԝ面10:38/3�ઙԫᒵ色7�5:37/1�໌

123 瓦 平瓦 大溝Լ
存11�5
存幅9�25
ްさ2�15

ತ面ࣼ֨ࢠ目ࠟ
Ԝ面目ࠟ・έズリ

"ɿ5NNҎԼのখ石、ඍࡉなന色ཻ࠭・石
Λଟ͘含Ή
#ɿྑ　$ɿತԜ面7�5:38/3� ઙԫᒵ色～
7�5:36/2�փ色

124 瓦 ؙ瓦 大溝Լ
存11�5
大幅7�8࠷
大ް2�0࠷

ತ面Ϥコφσ
Ԝ面目ࠟ一部ࢦΦαΤ

"ɿ2NNҎԼのന色・黒色ཻ࠭・石ྨΛଟ
͘含Ή
#ɿྑ　$ɿತ面5:35/4� にͿい色～
փ色Ԝ面7�5:37/3�にͿいᒵ色5:36/1

125 瓦 ؙ瓦 大溝Լ
存12�6
大幅14�0࠷
大ް2�8࠷

ತ面Ϥコφσ
Ԝ面ෆఆํ向φσ・目ࠟ

"ɿ3NNҎԼの石ྨΛଟ͘含Ή
#ɿ ྑ ɿ$　 ತ Ԝ 面10:38/2� փ ന 色 ～
փ色�10:34/1

126 瓦 ؙ瓦 大溝Լ
存12�7
大幅14�8࠷
大ް1�5࠷

ತ面֨ࢠ目ࠟ
Ԝ面目ࠟ
Ԝ面Լ部工۩ࠟあり

"ɿ3NNҎԼの石ྨΛଟ͘含Ή
#ɿྑ　$ɿತԜ面7�5:37/2� ～փ色໌
փ色～/6/�փ色�7�5:36/1

127 土製品 ঢ়
土製品 大溝Լ

存11�3
大幅4�3࠷
ްさ3�35

φσ成ܗ

"ɿ3NNҎԼのന色ཻ࠭・石Λଟ͘含Ή
#ɿྑ
$ɿ֎10:37/3�にͿいԫᒵ色～10:37/1�փ
ന色

ද面ؐݩ瓦質

128 土製品 ঢ়
土製品 大溝Լ

存10�6
大幅4�3࠷
ްさ2�8

φσ成ܗ一部ࢦΦαΤ
"ɿ4NNҎԼのന色ཻ࠭・石Λଟ͘含Ή
#ɿྑ
$ɿ10:38/1�փന色～10:37/1�փന色

ද面ؐݩ

129 土製品 ঢ়
土製品 大溝Լ

存8�25
大幅4�7࠷
ްさ3�2

φσ成ܗ
"ɿ4NNҎԼのന色ཻ࠭・石Λଟ͘含Ή
#ɿྑ
$ɿ10:38/2�փന色～10:37/1�փന色

130 土製品 ঢ়
土製品

大溝Լ
ʢ੨黒色࠭ʣ

存14�7
大幅5�0࠷
大ް3�6࠷

調ෆ໌ "ɿඍࡉなന色ཻ࠭Λ含Ή　#ɿྑ
$ɿ֎10:38/3�ઙԫᒵ色
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ʕ�46�ʕ

遺物
番号 種ྨ 器種 出土地

๏ ʢྔDN・Hʣ
ᶃܘޱᶄ器ߴᶅఈܘ
ᶆߴ台ܘᶇ࠷大ܘ
ʢ˞෮ݩʣʪ存ʫ

ଶ・ٕ๏・文༷の特ܗ "ɿ土　#ɿ焼成　$ɿ色調 උ考

131 土製品 ঢ়
土製品 大溝Լ

存9�7
幅4�2
ްさ3�0

φσ成ܗ
"ɿ4NNҎԼのന色ཻ࠭・石Λଟ͘含Ή
#ɿྑ
$ɿ2�5:7/2�փԫ色～2�5:7/1�փന色

ද面ؐݩ

132 土製品 ঢ়
土製品

大溝Լ
ʢ੨黒色࠭ʣ

　存8�2　幅4�8
ްさ3�6 調ෆ໌

"ɿ3NNҎԼの石・石ӳྨଟ͘Λ含Ή
#ɿྑ
$ɿ֎10:36/1�փ色

શମؐݩ

133 土製品 ঢ়
土製品 大溝Լ 　存8�6　幅5�3

ްさ4�2 調ෆ໌
"ɿ5NNҎԼのന色ཻ࠭・石Λଟ͘含Ή
#ɿྑ
$ɿ10:38/3�ઙԫᒵ色～10:37/1�փന色

ද面ؐݩ

134 土製品 ঢ়
土製品 大溝Լ 　存7�9　幅4�2

ްさ3�2
3面φσ成ܗ
1面調ෆ໌

"ɿ5NNҎԼのന色ཻ࠭・石Λଟ͘含Ή
#ɿྑ
$ɿ5:6/1�փ色

શମؐݩ

135 土製品 ঢ়
土製品 大溝Լ

存10�9
幅4�65
ްさ4�3

3面φσ成ܗ
1面調ෆ໌

"ɿ5NNҎԼのന色ཻ࠭・石Λଟ͘含Ή
#ɿྑ
$ɿ10:38/2�փന色～10:37/1�փന色

136 土製品 ঢ়
土製品 大溝Լ 　存6�5　幅3�8

ްさ3�7 φσ成ܗ一部ࢦΦαΤ
"ɿ5NNҎԼのന色ཻ࠭・石・֯ર石・Ӣ
Λଟ͘含Ή　#ɿྑ　$ɿ10:38/1�փന
色

137 土師器 ܗླ
土製品 大溝Լ ᶄʪ2�1ʫ φσ成ܗ

ઠあり
"ɿඍࡉなന色ཻ࠭Λ含Ή　#ɿྑ
$ɿ֎5:36/6�ᒵ色～5:35/1�փ色

138 土製品 土ۄ 大溝Լ さ1�8　幅1�5　
ްさ1�8 φσ成ܗ "ɿඍࡉなཻ࠭Λ含Ή　#ɿྑ　$ɿ2�5:7/1�

փന色

139 土師器 खʁ 大溝Լ ᶄʪ2�85ʫ ΦαΤࢦ
Ѳって成ܗか

"ɿ2NNҎԼのന色ཻ࠭・ӢΛ含Ή
#ɿྑ
$ɿ֎10:36/1�փ色

140 土師器 器台ʁ 大溝Լ ᶄʪ9�2ʫ　ᶅʢ6�1ʣ
ܗΦαΤ成ࢦ
֎面ϋέঢ়工۩ࠟあり
面調ෆ໌

"ɿ3NNҎԼの石・石ӳΛଟ͘含Ή
#ɿややྑ
$ɿ֎10:38/1�փന色

141 土製品 ԁܗ
土製品 大溝Լʢ東区ʣ

存6�6
大幅7�0࠷
ްさ0�5

ʁܗΦαΤ成ࢦ

"ɿ2NN～5NNの石・石ӳΛ含Ή
#ɿྑ
$ɿཪ面5:35/1�փ色　ଆ面10:38/3�ઙԫ
ᒵ色～10:36/2�փԫ色

ઠあり
ഗணʁ
ԁܗかʁ

142 土製品 窯นʁ 大溝Լ
存4�0
存幅4�25
ްさ1�7

φσ
"ɿ3NNҎԼのന色ཻ࠭・石Λଟ͘含Ή
#ɿྑ
$ɿ10:38/2�փന色～10:35/1�փ色

εαがࠞ͡る
ഗண

143 土製品 ԁܗ
土製品 大溝Լ

存6�6
大幅9�45࠷
大ް4�4࠷

ΦαΤありࢦ
"ɿ2NNҎԼのന色ཻ࠭Λଟ͘含Ή
#ɿྑ
$ɿ10:36/1�փ色

144 瓦質土器 ෆ໌
製品 大溝Լ

ᶄʪ4�25ʫ
大幅17�05࠷
大ް1�8࠷

֎面Ϥコϋέ・ࢦΦαΤ
面ࢦΦαΤ・φσ

"ɿ4NNҎԼのന色ཻ࠭・石Λଟ͘含Ή
#ɿྑ
$ɿ֎5:6/1�փ色～5:7/1�փന色

145 石製品 石ು 大溝Լ
ʢ੨黒色࠭ʣ ᶃʢ18�8ʣ　ᶄʪ4�9ʫ֎面έズリ

石製
֎面ഗண

146 石製品 石ು 大溝Լ
存7�3
大幅7�0࠷
ްさ3�8

֎面έズリ
面調ෆ໌

石製
֎面ഗண

147 石製品
όϨン
ঢ়

石製品

大溝Լ
ʢ੨黒色࠭ʣ

શ6�4　幅6�1　
ްさ2�4 上面έズリ

石製
શ面ඃにΑるഗ
ண

148 木製品 木؆ʁ 大溝Լ શ13�7　幅1�5　
ްさ0�3

149 ࠎ् 馬歯 大溝Լʢ東区ʣશ5�7　幅2�9　ްさ1�75

150 土師器 খࡼ 大溝ຒ土中
ʢのଯ積ʣ ᶃʢ9�0ʣ　ᶄ1�3

ఈ部֎面ϔϥりʁ
ఈ部面ෆఆํ向φσ
ଞはճసφσ

"ɿඍࡉなന色ཻ࠭Λ含Ή　#ɿྑ
$ɿ10:38/2�փന色　֎10:37/2�にͿいԫ
ᒵ色

ఈ部֎面൘ঢ়ѹࠟ
あり

151 瓦器  大溝ຒ土中
ʢのଯ積ʣ

ᶃʢ17�0ʣ　ᶄ4�5　
ᶆʢ5�5ʣ ֎面ճసφσかʁ

"ɿ2NNҎԼのന色ཻ࠭・石Λ含Ή
#ɿややෆྑ
$ɿ7�5:36/1�փ色　֎10:36/1�փ色

焼͚み著しい

152 瓦器  大溝ຒ土中
ʢのଯ積ʣ ᶄʢ3�8ʣ

面ϛΨΩ
ମ部֎面ԼҐࢦΦαΤ

"ɿඍࡉなന色ཻ࠭Λ含Ή　#ɿྑ
$ɿ2�5:7/1�փന色～2�5:33/1�黒色　֎
2�5:7/1�փന色～7�5:36/4�にͿいᒵ色

焼͚みあり

153 土師器 खʁ 大溝ຒ土中
ʢのଯ積ʣ

存幅2�5
ްさ1�3 ܗΦαΤ成ࢦ "ɿ1NNҎԼの石ྨΛ含Ή　#ɿྑ

$ɿ10:38/1�փന色～2�5:37/6�ᒵ色

154 土師器 ᙈ 大溝トϨンν
一ׅ ᶄʪ4�4ʫ　 ֎面Ϥコφσ

"ɿ4NNҎԼの石・石ӳΛଟ͘含Ή
#ɿྑ
$ɿ10:38/2�փന色　֎10:38/3�ઙԫᒵ色
～10:33/1�黒色

֎面ഗண

155 土師器 খࡼ 大溝トϨンν
一ׅ

ᶃʢ9�0ʣ　ᶄ0�8　
ᶅʢ6�8ʣ

ఈ部֎面ϔϥり
ఈ部面ෆఆํ向φσ
ଞはճసφσ

"ɿඍࡉなന色ཻ࠭・ӢΛ含Ή　#ɿྑ
$ɿ10:38/2�փന色～10:35/1�փ色　֎
փ色�10:35/1

֎面ഗண

156 土師器 ഋ 大溝トϨンν
一ׅ ᶃʢ15�0ʣ　ᶄ3�0

ఈ部֎面ϔϥり
ఈ部面調ෆ໌
ଞはճసφσ

"ɿඍࡉなന色・黒色・色ཻ࠭・ӢΛ含
Ή　#ɿややྑ
$ɿ֎10:38/2�փന色

ఈ部ઠあり

157 瓦器  大溝トϨンν
一ׅ

ᶃʢ17�2ʣ　ᶄ5�0　
ᶆʢ6�0ʣ

ఈ部֎面ճసφσ
ଞはϛΨΩ
ମ部面中Ґコςてࠟあ
り

"ɿඍࡉなന色ཻ࠭Λ含Ή　#ɿྑ
$ɿ֎7�5:32/1�黒色～7�5:36/6�ᒵ色
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ʕ�47�ʕ

遺物
番号 種ྨ 器種 出土地

๏ ʢྔDN・Hʣ
ᶃܘޱᶄ器ߴᶅఈܘ
ᶆߴ台ܘᶇ࠷大ܘ
ʢ˞෮ݩʣʪ存ʫ

ଶ・ٕ๏・文༷の特ܗ "ɿ土　#ɿ焼成　$ɿ色調 උ考

158 土製品 ঢ়
土製品

大溝トϨンν
一ׅ

存10�0
大幅4�15࠷
ްさ3�0

調ෆ໌φσかʁ
"ɿ4NNҎԼのന色ཻ࠭・石Λଟ͘含Ή
#ɿྑ
$ɿ/7/��փന色～7�5:37/4�にͿいᒵ色

159 土製品 ঢ়
土製品

大溝トϨンν
一ׅ

　存21�5　幅4�8
ްさ3�3 φσ成ܗ

"ɿ4NNҎԼのന色ཻ࠭・石Λଟ͘含Ή
#ɿྑ
$ɿ2�5:7/1��փന色～7�5:37/3�にͿいԫᒵ色

શମ瓦質

160 土製品 窯นʁ 大溝トϨンν
一ׅ

　存5�4　幅4�6
大ް3�65࠷ φσか

"ɿ3NNҎԼのཻ࠭・石Λ含Ή　#ɿྑ
$ɿ10:37/2�にͿいԫᒵ色～10:35/4�にͿい
ԫ色～10:32/1�黒色

εαがࠞ͡る
黒มあり

161 瓦 平瓦 大溝トϨンν
一ׅ

存19�4
大幅10�8࠷
大ް2�2࠷

ತ面ࣼ֨ࢠ目ࠟ
Ԝ面目ࠟ

"ɿ3NNҎԼの石ྨΛଟྔに含Ή
#ɿྑ
$ɿತԜ面/7/�փന色～/4/�փ色

162 瓦 平瓦 大溝トϨンν
一ׅ

存18�3
大幅14�0࠷
ްさ2�0

ತ面ࣼ֨ࢠ目ࠟ
Ԝ面目ࠟ

"ɿ4NNҎԼのന色ཻ࠭・石ྨΛ含Ή
#ɿややྑ
$ɿತԜ面7�5:36/2�փ色～/4/�փ色

163 瓦 平瓦 大溝トϨンν
一ׅ

存24�3
大幅18�3࠷
大ް2�2࠷

ತ面ࣼ֨ࢠ目ࠟ
Ԝ面目ࠟ

"ɿ3NNҎԼの石ྨΛ含Ή　#ɿྑ
$ɿತ面2�5:7/1� փന色～ /5/� փ色　Ԝ面
5:7/1�փന色～/3/�҉փ色

みあり

164 瓦 平瓦 大溝トϨンν
一ׅ

存19�35
大幅19�1࠷
大ް2�7࠷

ತ面ϋέϝࠟ
Ԝ面目ࠟ

"ɿ4NNҎԼの石ྨΛଟྔに含Ή
#ɿややෆྑ
$ɿತԜ面7�5:35/3� にͿい色～7�5:34/1�
փ色

165 瓦 平瓦 大溝トϨンν
一ׅ

存21�5
大幅12�5࠷
ްさ2�3

ತ面ࣼ֨ࢠ目ࠟ
Ԝ面目ࠟ

"ɿ2NNҎԼのന色ཻ࠭・石ྨΛ含Ή
#ɿෆྑ
$ɿತ面10:36/1�փ色～10:36/4�にͿいԫ
ᒵ色　Ԝ面10:35/1�փ色～10:35/2�փԫ
色

166 瓦 平瓦 大溝トϨンν
一ׅ

存15�0
大幅18�0࠷
大ް2�3࠷

ತ面ࣼ֨ࢠ目ࠟ
Ԝ面目ࠟ

"ɿ3NNҎԼの石ྨΛଟྔに含Ή
#ɿྑ
$ɿತԜ面/5/�փ色

ࠟࠎありʁ

167 瓦 ؙ瓦 大溝トϨンν
一ׅ

存11�7
大幅12�2࠷
大ް2�5࠷

ತ面ࣼ֨ࢠ目ʁࠟ一部Ϥコ
φσ
Ԝ面目ࠟ

"ɿ2NNҎԼのന色ཻ࠭・ӢΛଟ͘含Ή
#ɿややೈ質　$ɿತ面7�5:37/1�໌փ色～
/4/�փ色　Ԝ面7�5:37/1�໌փ色～7�5:36/1�
փ色

168 瓦 ؙ瓦 大溝トϨンν
一ׅ

存24�9
大幅14�3࠷
ްさ2�0

ತ面ࣼ֨ࢠ目ࠟ
Ԝ面目ࠟ

"ɿ2NNҎԼの石ྨΛ含Ή　#ɿややೈ質
$ɿತ面2�5:7/1�փന色�Ԝ面2�5:37/1�փന色
～10:38/2�փന色

169 瓦 ؙ瓦 大溝トϨンν
一ׅ

存11�05
大幅11�6࠷
大ް2�0࠷

ತ面調ෆ໌
Ԝ面目ࠟ

"ɿ3NNҎԼのന色ཻ࠭・石ྨΛଟ͘含Ή　
#ɿྑ
$ɿತ面5:6/1�փ色～5:2/1�黒色
Ԝ面5:6/1�փ色

ತ面ϔϥ記号ʁあ
り
ತ面ഗண

170 瓦 ؙ瓦 大溝トϨンν
一ׅ

存22�5
幅18�1
ްさ2�1

ತ面ࣼ֨ࢠ目ࠟ
Ԝ面目ࠟ

"ɿ3NNҎԼの石ྨΛ含Ή　#ɿややྑ
$ɿತ面2�5:8/1�փന色～10:36/1�փ色～
10:33/1�黒色　Ԝ面10:37/2�にͿいԫᒵ
色～10:37/2�փന色

ತ面ഗண
ತ面に窯۵のΑ͏
なண物あり

171 瓦 ؙ瓦 大溝トϨンν
一ׅ

存33�0
幅17�7
大ް2�4࠷

ತ面ࣼ֨ࢠ目ࠟ
Ԝ面目ࠟ

"ɿ2NNҎԼのന色ཻ࠭・ӢΛଟ͘含Ή
#ɿややೈ質
$ɿತ面10:32/1�黒色～10:37/1�փന色　Ԝ
面10:37/1�փന色～10:34/1�փ色

172 須恵器 ഋ 大溝#5S ᶄʪ1�7ʫ　ᶆʢ9�0ʣ
ఈ部֎面ϔϥり
ఈ部面ෆఆํ向φσ
ଞはճసφσ

"ɿ2NNҎԼのന色ཻ࠭Λ含Ή　#ɿྑ
$ɿ֎10:37/1�փന色

173 須恵器 ു 大溝#5S 一ׅ ᶄʪ3�0ʫ　ᶅʢ12�0ʣ
ఈ部֎面ࢳり
ମ部֎面ճసφσ
面調ෆ໌

"ɿඍࡉなന色・黒色ཻ࠭、3NNҎԼの石
Λ含Ή
#ɿྑ
$ɿ7�5:32/1�黒色　֎5:7/1�փന色

面ഗண

174 土師器 ؙఈഋ 大溝#5S ᶃʢ14�0ʣ　ᶄ3�4
ఈ部֎面ϔϥり
ఈ部面ෆఆํ向φσ
ଞはճసφσ

"ɿඍࡉなന色ཻ࠭・Ӣ、3NNҎԼの石
Λ含Ή
#ɿྑ　$ɿ֎7�5:38/3�ઙԫᒵ色

ఈ部֎面൘ঢ়ѹࠟ
あり

175 ന磁  大溝#5S ᶄʪ2�3ʫ ֎面ࢪᬵ "ɿਫ਼ྑ　#ɿྑ
$ɿᬵ・土2�5:8/4�୶ԫ色

176 土製品 ঢ়
土製品 大溝#5S

存7�7
大幅4�2࠷
ްさ3�1

φσ成ܗ "ɿ4NNҎԼの石・石ӳΛ含Ή　#ɿྑ
$ɿ10:35/1�փ色

177 須恵器 ഋ 大溝$5S 一ׅ ᶄʪ4�4ʫ　ᶆʢ8�7ʣ

ఈ部֎面ϔϥり
ମ部֎面ճసφσ
面調ෆ໌
ମ部֎面中Ґೋのઢが
८る

"ɿ3NNҎԼのന色・黒色ཻ࠭Λ含Ή
#ɿྑ　$ɿ֎/3/�҉փ色

֎面߱փ
֎面別ݸମண

178 瓦器  大溝$5S 一ׅ ᶃʢ16�7ʣ　ᶄ5�4　
ᶆʢ6�0ʣ

ఈ部֎面ϔϥりޙϛΨΩ
ଞはϛΨΩ
ମ部面コςてࠟあり

"ɿඍࡉなന色ཻ࠭Λগし含Ή
#ɿྑ　$ɿ֎/4/�փ色 焼͚みあり

179 ੜ土器 ᙈ 大ܕ土坑北ଆখ
溝 ᶄʪ7�0ʫ ֎面Ϥコφσ

目ಥଳష͚ࠁ

"ɿ2NNҎԼのന色ཻ࠭・石・ӢΛ含Ή
#ɿྑ　$ɿ10:34/1�փ色　֎10:33/1�
黒色

֎面ഗண

180 石器 ണย 遺構面ݕ出

さ5�5
大幅4�1࠷
ްさ0�6
ॏさ14�0H

安ؠࢁ製

181 ੨磁  ද土ണ͗ ᶄʪ5�15ʫ ֎面ࢪᬵ
面Ֆ文

"ɿਫ਼ྑ　#ɿྑ　$ɿᬵ5:5/2�փΦリーϒ
色　土5:8/2�փന色 ཾઘ窯ܥᶗྨ
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ʕ�48�ʕ

遺物
番号 種ྨ 器種 出土地

๏ ʢྔDN・Hʣ
ᶃܘޱᶄ器ߴᶅఈܘ
ᶆߴ台ܘᶇ࠷大ܘ
ʢ˞෮ݩʣʪ存ʫ

ଶ・ٕ๏・文༷の特ܗ "ɿ土　#ɿ焼成　$ɿ色調 උ考

182 須恵器 ഋ֖ 大ܕ土坑 ᶃ14�9　ᶄ3�75 ఱҪ部֎面ճసϔϥέズリ
ଞはճసφσ

"ɿ1NNҎԼのന色ཻ࠭・黒色ཻΛ含Ή
#ɿྑ　$ɿ֎2�5:7/1�փന色～10:37/2�
にͿいԫᒵ色

183 須恵器 ഋ 大ܕ土坑上 ᶃʢ10�1ʣ　ᶄ4�0
ड部ܘʢ13�0ʣ

ఈ部֎面ճసϔϥέズリ
ଞはճసφσ

"ɿ3NNҎԼのന色ཻ࠭Λଟ͘含Ή
#ɿྑ　$ɿ/7/�փന色　֎/7/�փന色
～5:7/1փന色

֎面別ݸମண・
ॏͶ焼きࠟあり
֎面߱փ

184 須恵器 ഋ 大ܕ土坑࠷Լ ᶃʢ11�4ʣ　ᶄ3�15ड部ܘʢ14�25ʣ
ఈ部֎面ճసϔϥέズリ
ଞはճసφσ

"ɿඍࡉなന色ཻ࠭・色ཻΛ含Ή
#ɿྑ　$ɿ֎/7/�փന色～/4/�փ色

みが著しい
面ॏͶ焼きࠟあ
り

185 須恵器 ᙈ 大ܕ土坑Լ ᶄʪ24�6ʫ
ᶇʢ24�8ʣ

ମ部֎面平行タタΩޙΧΩ
ϝ
ମ部面ಉ৺ԁ文て۩ࠟ
ଞはճసφσ

"ɿ3NNҎԼのന色ཻ࠭・石Λ含Ή
#ɿྑ　$ɿ10:38/2�փന色　֎10:37/3�
にͿいԫᒵ色

֎面ࣗવᬵᬵண

186 須恵器 ᙈ 大ܕ土坑Լ一
ׅ

ᶃ22�8　ᶄ34�2　
ᶇ31�0

ମ部֎面ٖ֨ࢠタタΩޙ一
部ΧΩϝ
ମ部面ಉ৺ԁ文て۩ࠟ
ଞはճసφσ

"ɿ2NNҎԼのന色ཻ࠭・黒色ཻΛ含Ή
#ɿྑ　$ɿ֎/7/�փന色～/6/�փ色

187 土師器 ᙈ 大ܕ土坑Լ ᶃʢ14�0ʣ
ᶄʪ4�95ʫ

ମ部֎面ϋέϝ
ମ部面ϋέϝ・έズリ
ଞはϤコφσ

"ɿඍࡉなന色ཻ࠭・ӢΛ含Ή
#ɿྑ　$ɿ10:37/2�にͿいԫᒵ色　֎
10:38/1�փന色～10:35/1�փ色　

ମ部֎面黒ൗあり

188 土師器 ᙈ 大ܕ土坑࠷Լ ᶄʪ8�3ʫ　ᶅ12�1 ֎面ϋέϝ
面έズリ

"ɿ3NNҎԼのന色ཻ࠭・石・石ӳΛଟ͘
含Ή
#ɿྑ　$ɿ10:38/2�փന色　֎10:36/3�
にͿいԫᒵ色～10:33/1�黒色

189 土師器 খࡼ 大ܕ土坑
ຒ土࠷Լ

ᶃʢ8�0ʣ　ᶄ1�2　
ᶅʢ6�4ʣ

ఈ部֎面φσ
ଞはճసφσ

"ɿඍࡉなന色ཻ࠭・ӢΛ含Ή
#ɿྑ
$ɿ֎10:38/3�ઙԫᒵ色～7�5:36/4�にͿい
ᒵ色

190 ੜ土器 ᙈ 大ܕ土坑Լ ᶄʪ9�15ʫ 頸部֎面φσ
ଞはϋέϝ

"ɿ3NNҎԼのന色ཻ࠭・石Λ含Ή
#ɿྑ　$ɿ10:38/2�փന色　֎10:37/3�
にͿいԫᒵ色

191 ੜ土器 ᙈ 大ܕ土坑Լ ᶄʪ1�7ʫ　ᶅʢ7�9ʣ ֎面φσ一部Ϥコφσ
"ɿ4NNҎԼの石、ඍࡉなന色ཻ࠭Λ含Ή
#ɿྑ　$ɿ10:37/3�にͿいԫᒵ色　֎
7�5:37/4�にͿいᒵ色～7�5:33/1�黒色

192 土師器 ᙈ 大ܕ土坑࠷Լ ᶄʪ2�3ʫ　ᶅ5�2 ֎面φσ
面έズリ

"ɿ3NNҎԼのന色ཻ࠭・石・ӢΛଟ͘
含Ή
#ɿྑ　$ɿ10:36/1�փ色　֎10:37/2�
にͿいԫᒵ色～7�5:36/6�ᒵ色

193 土師器 ᙈ 大ܕ土坑࠷Լ ᶄʪ3�6ʫ　ᶅ3�85
面έズリ
ఈ部֎面φσ
ମ部֎面ԼҐタタΩ

"ɿ3NNҎԼのന色ཻ࠭・石Λଟ͘含Ή
#ɿྑ　$ɿ10:38/1�փന色　֎10:38/2�
փന色～10:34/1�փ色

֎面黒ൗあり

194 土師器 ഋߴ 大ܕ土坑
ϕϧト

ᶄʪ4�95ʫ
頸部3�2ܘ

֎面Ϥコφσ
ഋ部面ෆఆํ向φσ
部面シϘリࠟあり٭

"ɿඍࡉなന色ཻ࠭・ӢΛ含Ή
#ɿྑ　$ɿ֎2�5:4/1�ԫփ色 શ面ഗண

195 土師器 ഋߴ 大ܕ土坑Լ ᶄʪ3�2ʫ
ʢ10�9ʣܘ部٭

部֎面ԼҐϋέϝ٭
部面シϘリࠟあり٭
向ಁかしํࡾ

"ɿ2NNҎԼのന色ཻ࠭・石Λ含Ή
#ɿྑ　$ɿ10:38/2�փന色　֎10:38/2�
փന色～7�5:35/6�໌色

196 土師器 ഋߴ 大ܕ土坑中 ᶄʪ12�5ʫ
頸部4�0ܘ

֎面調ෆ໌
面シϘリࠟあり

"ɿ2NNҎԼのന色ཻ࠭・石・ӢΛ含Ή
#ɿྑ　$ɿ֎10:37/3�にͿいԫᒵ色

197 ੜ土器 器台 大ܕ土坑 ᶄʪ14�7ʫ
֎面ϋέϝޙ一部ࢦΦαΤ
面上Ґφσ
面シϘリࠟあり

"ɿ5NNҎԼのന色ཻ࠭・石・石ӳ・Ӣ
Λଟ͘含Ή
#ɿྑ　$ɿ7�5:37/3� にͿいᒵ色　֎
5:6/4�にͿいᒵ色～5:35/6�໌色

198 ന磁  大ܕ土坑
ຒ土中 ᶄʪ2�2ʫ　ᶆʢ6�9ʣ 面ࢪᬵ

台ߴり出し
"ɿਫ਼ྑ　#ɿྑ
$ɿᬵ2�5(:8/1�փന色　土10:38/2�փ色

199 ੨磁  大ܕ土坑
ຒ土࠷Լ ᶄʪ3�45ʫ ֎面ࢪᬵ

面ยூ文

"ɿਫ਼ྑ　#ɿྑ
$ɿᬵ7�5:5/2�փΦリーϒ色　土7�5:37/1�
փന色

ཾઘ窯ܥᶗྨ
֎面؏入

200 石製品 石แ丁 大ܕ土坑中
ʢ色೪質土ʣ

存5�1
存幅7�9
ްさ0�7
0�5ܘ
ॏさ35�9H

྆面ݚຏ ೪൘ؠ製
ઠあり

201 石器 石᭲ 大ܕ土坑ຒ土中

さ1�95
幅1�5
ްさ0�2
ॏさ0�4H

黒༵石製

202 鉄製品 鉄ᕥ 大ܕ土坑ຒ土中

ᶄʪ2�75ʫ
存幅3�4
ްさ2�2
ॏさ22�8H

第９ද　第４次調査出土遺物؍දᶈ
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ᶚɽまとΊ

１ɽ中世大利村にͭいて

　ここで、ࠓճ報告Λ行った上園遺跡第３・４次調査の調査成Ռやप辺遺跡の調査ঢ়گΛجに、中

世大利村にͭいてまとΊてみたい。

　上園遺跡प辺の中世遺跡で、まͣ目されるのがᶃ上大利খਫ城跡の北ଆ50Nで調査されたখ

ਫ城प辺遺跡で確認された 4%04である。この溝は調査区の東ଆで確認された南北ํ向にのͼる溝

であり、出土遺物Αり11世ޙل～12世لલと考えられる。༙ਫは著し͘、地ܗతに 4%04は東

ଆの࠷もい所にҐஔし、چՏ道ではないかと考えている。ᶃ上大利খਫ城跡の調査においても、

第２次調査３・̒・̓トϨンνや第３次調査１トϨンνで、২物質Λଟ͘含Ή২土が確認され

ていることもূとなる。また、খਫ城跡が͙࠹খさな୩Λ北ྲྀする平ాは、上大利খਫ城跡の

南ଆでに向きΛมえている。上大利খਫ城跡の調査݁ՌΛ౿まえると地ܗతにはଆがߴいこと

から、ຊདྷのᶄ平ాは୩の東ଆΛྲྀれており、11世ޙل～12世لલに͚ସえられたのでは

ないかと考えられる。

　この時期、上園遺跡では۷ཱப建物やҪށなͲが確認され、ᶅ集落が成ཱする。第̓次調査では、

Ⴁりൈきの木製ҪށΛ͏Ҫށʢ4&01ʣやෑΛғ͏Α͏な溝ʢ4%09～11ʣも確認されている。

また、第４次 4%01からは焼きΜͩ瓦器やঢ়土製品が出土しており、集落の一֯にはᶆ瓦器焼

成窯Λっていたと考えられる。第３次調査で確認された 4117が瓦器製作にともな͏ϩΫϩピッ

トであったとすれ、ᶇ瓦器製作工も上園遺跡の集落の中にあると考えてΑい。

　ྡするຊಊ遺跡第10次調査では、ٰྕࣼ面Λ։して作られた平ୱ面にこの時期の۷ཱப建物

が確認され、ࣼ面Լํの第̓次調査୩部からはढූ木؆やʮ大日དྷʯと書されるؙఈഋなͲか

らᶈ村ࣉがあったものと考えられる。୩部からはおͼたͩしいྔの土師器খࡼ・ഋΛは͡Ί大ྔの

遺物が出土しており、๏会・ਆ事が行われたのであΖ͏。

　上園遺跡からは土師器の΄かに中࢈ࠃ磁器にՃえ、ྷߴ੨磁も確認され、その入खにたっては

തଟとの関わりΛ考えておかな͚れならない。さらに上園遺跡東ଆにあるఱਆా遺跡では、ٰྕ

上にこの時期のᶉ瓦器焼成窯が確認され、ਫ城跡લ面部の38次 49205ではᶊ೪土۷࠾が行われ、

12世ل代にあたるとされている。

　このΑ͏に、上園遺跡प辺では11世ޙل～12世لલに著しい遺跡のがりが認Ίられるが、

いͣれの調査地においても໌確に13世ل代までԼる遺構はな͘、ۃΊて期間にਰする。上園遺

跡のある大利地Ҭの࠶։発は、؍Ԡ３年ʢ1352ʣのʰ安ָྖࣉਐঢ়ࣸʱや上大利দਆࣾの存在

から、安ָࣉがՌたしたものと考えられる。また、h ஜલࠃଓ෩土記ʱにはʮ大利、ന木原はݩ一

村φリʯと書かれており、ాڙޚ遺跡Λ中৺とするᶋ集落やଆのᶌ瓦器焼成窯は、上園遺跡と΄

΅ಉ͡時期に出ݱする。大利村のൣғは、南はᶃ上大利খਫ城跡、東はᶍਫ城跡と考えられるが、

これがాڙޚ遺跡ᶋ集落Λ含み北はᶎּޚ、はᶏ牛頸までがっていたのか。ޙࠓ、調査ݚ

。ΛਐΊてい͘ඞ要があるڀ
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（１）第３次調査地東半部全景（南西から）

（２）第３次調査地西半部全景（北東から）

図版１
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図版２

（１）第３次SC05完掘状況（南西から）

（２）第３次SD14・15完掘状況（南西から）
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図版３

（１）第３次SP17土層断面（南東から）

（２）第３次SP17完掘状況（南東から）
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図版４

（１）第３次SX06完掘状況（北西から）

（２）第３次SP69検出時遺物出土状況（南東から）
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図版５

（１）第３次調査前現況（南西から）

（２）第３次調査風景（北東から）
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図版６

（１）第４次調査地北半部全景（南から）

（２）第４次調査地南半部全景（北から）
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図版７

（２）第４次SX01完掘状況（東から）

（１）第４次SD01土層（南から）
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図版８

第４次調査出土遺物①第３次調査出土遺物①
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図版９

第４次調査出土遺物②

168破断面
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丸瓦125・168接合状況
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図版10

第４次調査出土遺物③

第4次調査出土瓦

第4次調査出土瓦器焼成関連遺物
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上園遺跡第３次
調査

集落等
古墳時代、
平安時代

溝
土坑
ピット

須恵器・土師器・土
師質土器・瓦器・輸
入陶磁器・鉄器

　平安時代の溝・土坑が確認された。
ピットの中には土器製作に関わる可
能性のあるものが確認された。

上園遺跡第４次
調査

集落等
古墳時代、
平安時代

溝
土坑
ピット

須恵器・土師器・黒
色土器・瓦器・瓦・
輸入陶磁器・土製品・
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　古墳時代の土坑と平安時代溝が確
認された。溝からは、瓦器焼成に関
わると考えられる遺物が出土した。

要　　　約

　古墳時代と平安時代の遺構が確認された。中世の大利村の一部と考えられる。古墳時代
の遺構や遺物には、須恵器窯跡で使われた焼台が含まれており、牛頸窯跡群の操業に関わ
る工人集落であったことが確認できた。平安時代の遺構には、土器製作に関わる可能性の
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在するものと考えられる。
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岡
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